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天
使
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
。
子
育
て
真
っ
最
中
の

み
な
さ
ん
は
、
そ
の
輝
く
笑
顔

に
い
や
さ
れ
、
幸
せ
を
感
じ
な

が
ら
、
日
々
育
児
に
奮
闘
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
し
つ
け
や
健
康
の
こ

と
、
遊
び
場
や
友
だ
ち
と
の
人

間
関
係
な
ど
も
含
め
、
育
児
に

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
抱
え
て
い

ま
す
。
ま
た
子
育
て
は
、
体
力

的
・
精
神
的
に
、
と
て
も
労
力

を
費
や
し
ま
す
。
そ
ん
な
不
安

や
子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
、

一
人
で
悩
み
、
病
ん
で
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
と
は
、
そ
ん
な

子
育
て
を
す
る
み
な
さ
ん
を
、

社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と

で
す
。

　

つ
ま
り
、
子
育
て
を
当
事
者

だ
け
の
問
題
と
と
ら
え
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地

域
社
会
の
力
を
生
か
し
「
子
育

て
は
楽
し
い
」
と
心
か
ら
思
え

る
ま
ち
を
、
み
ん
な
で
創
り
上

げ
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。

　

当
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
長
尾

地
内
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
佐
用
保

育
園
も
、
支
援
セ
ン
タ
ー
隣
り

に
移
転
改
築
し
、
一
体
的
な
工

「
子
育
て
は
楽
し
い
」

   

そ
ん
な
社
会
づ
く
り
が

    「
子
育
て
支
援
」
で
す

老
朽
化
が
進
む

      「
佐
用
保
育
園
」
と

     　
　

一
体
的
に
整
備

佐用保育園 安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

                   

ま
ち
づ
く
り

「
佐
用
保
育
園
・
さ
よ
う
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
に
着
手

　

小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
家
族
の
み
な
さ
ん
は
、
育
児
を
楽
し
む
一
方
、
し

つ
け
や
健
康
の
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

子
育
て
奮
闘
中
の
み
な
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、
本
町
で
は
、
そ
の
拠
点
施

設
『
佐
用
保
育
園
・
さ
よ
う
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』
の
建
設
に
着
手
し
ま

し
た
。
当
施
設
を
中
心
に
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

→

●
  佐用高校

Ｐホール

●

     ●

播磨ｸﾞﾛｰﾘｰ

     ●

ＪＡ兵庫西
佐用支店

    佐用保育園
さよう子育て支援センター 

　  ★

■位置図
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さよう子育て支援センター

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
は
、
保
育
園
と
支
援

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
合
わ
せ

て
、
約
５
億
１
千
万
円
。
木

造
平
屋
建
で
建
物
の
面
積
は

２
、
１
４
５
平
方
㍍
、
そ
の

内
、
支
援
セ
ン
タ
ー
部
分
は
、

４
９
４
平
方
㍍
を
占
め
ま
す
。

ま
た
、
支
援
セ
ン
タ
ー
建
物
の

内
部
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
ふ
れ

あ
い
事
業
な
ど
が
行
え
る
多
目

的
ホ
ー
ル
や
絵
本
コ
ー
ナ
ー
、

調
理
室
、
サ
ー
ク
ル
室
、
相
談

室
な
ど
が
設
け
ら
れ
る
予
定
で

す
。

　

当
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
佐
用

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
が
活
動

拠
点
を
移
し
、
上
月
、
南
光
、

三
日
月
に
あ
る
子
育
て
学
習
セ

ン
タ
ー
と
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
こ
こ
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

子
育
て
を
す
る
み
な
さ
ん
の

悩
み
を
解
消
す
る
相
談
機
能
の

強
化
、
保
護
者
同
士
が
学
び
あ

え
る
機
会
の
創
出
や
講
習
会
を

開
催
す
る
ほ
か
、
専
門
職
員
を

配
置
し
、
子
育
て
相
談
か
ら
健

康
相
談
ま
で
一
括
し
た
支
援
体

制
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
・
育

成
も
図
り
な
が
ら
、
保
護
者
同

士
や
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を

推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
保
護
者
の
か
た

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
用
事
で
子

ど
も
を
だ
れ
か
に
あ
ず
け
た
い

と
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た

が
、
自
宅
で
子
ど
も
を
あ
ず
か

る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
」も
新
た
に
実
施
す
る
な
ど
、

き
め
細
か
な
子
育
て
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　　

当
支
援
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す

る
の
は
今
年
の
９
月
下
旬
の
予

定
。
今
後
、
こ
の
施
設
が
子
育

て
支
援
の
拠
点
と
な
っ
て
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
82
・
０
６
６
１

→

子
育
て
支
援
の

   

拠
点
と
し
て
の
役
割

■完成予定図

完
成
は
９
月
下
旬
予
定
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今
回
販
売
す
る
「
町
民
の
暮

ら
し
応
援
券
」
は
、
千
円
券
が

12
枚
で
１
セ
ッ
ト
。
１
万
２
千

円
分
の
商
品
券
を
、
１
万
円
で

販
売
し
ま
す
。

　

発
行
総
額
は
、
２
万
セ
ッ
ト

で
、
２
億
４
千
万
円
で
す
。

　

購
入
が
で
き
る
の
は
、
中
学

生
ま
で
の
子
ど
も
及
び
高
校
生

を
除
く
町
民
の
み
な
さ
ん
で

す
。

　

お
一
人
が
購
入
で
き
る
セ
ッ

ト
数
は
、
３
セ
ッ
ト
ま
で
。
購

入
回
数
も
１
回
と
限
定
し
ま

す
。
ま
た
、
１
枚
ご
と
の
バ
ラ

売
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

　　

本
券
の
販
売
は
、
３
月
１
日

（
日
）
～
５
日
（
木
）
で
、
町

内
４
地
域
に
１
か
所
ず
つ
設
置

す
る
特
設
販
売
所
で
販
売
し
ま

す
（
特
設
販
売
所
の
場
所
は
、

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

　

な
お
、
販
売
期
間
中
で
も
完

売
次
第
、
販
売
を
終
了
し
ま
す

が
、
期
間
中
に
完
売
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
引
き
続
き
商
工
会

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

本
券
は
特
設
販
売
所
で
購
入

申
込
書
と
現
金
と
ひ
き
か
え
に

販
売
し
ま
す
。購
入
申
込
書
は
、

２
月
16
日
（
月
）
以
降
、
役
場

本
庁
、
各
支
所
・
出
張
所
に
用

意
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
販
売
期
間
中
も
、
各
特

設
販
売
所
に
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
購
入
す
る
の
は
本
人

に
限
り
ま
す
が
、
身
体
的
な
都

合
で
歩
行
が
困
難
な
か
た
な
ど

に
限
り
、
代
理
人
の
か
た
が
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
券
が
利
用
で
き
る

期
間
は
、
３
月
１
日
（
日
）
～

５
月
31
日
（
日
）
で
す
。

　

本
券
は
、
商
工
会
が
指
定
し

た
取
扱
店
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

取
扱
店
が
決
ま
り
次
第
、
一

覧
表
を
、
各
特
設
販
売
所
や
役

場
本
庁
、
各
支
所
・
出
張
所
な

ど
に
用
意
す
る
な
ど
、
町
民
の

み
な
さ
ん
に
周
知
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
各
取
扱
店
の
店
頭

に
は
、
取
扱
店
で
あ
る
表
示
を

し
ま
す
。

　

本
事
業
の
詳
細
は
、
議
会
承

認
後
、
２
月
中
旬
に
チ
ラ
シ
で

町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

入
園
・
入
学
の
準
備
に
、
ま

た
買
い
控
え
し
て
い
た
商
品
の

購
入
な
ど
、
ぜ
ひ
本
券
を
ご
活

用
い
た
だ
き
、
地
域
商
業
の
活

性
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課

　
　
　
　

☎
82
・
０
６
７
０

発行総額　億　千万円２割お得な商品券２ ４

販売期間は　月　日　  ～　日3 １ 5
　佐用町では、町商工会と力を合わせ、町内の取扱

店で使える期間限定のお得な商品券を発行します。

この商品券は、経済の急激な悪化に対し、町内での

消費拡大による地域商業の活性化と、町民みなさん

の暮らしを応援することを目的としています。なお、

この事業は２月の臨時議会で承認後、実施します。

町民の暮らし応援券
日 木

１
セ
ッ
ト
１
万
円
の
購
入
で

１
万
２
千
円
分
の
商
品
券
に

町
民
の
み
な
さ
ん
限
定
の

　 　
　

お
得
な
商
品
券
で
す

お
一
人
３
セ
ッ
ト
ま
で

　
　
　
　
　

１
回
限
り
購
入
可
能

販
売
期
間
は
３
月
１
日
～
５
日

　

町
内
４
か
所
の
販
売
所
で

本
券
の
取
扱
店
で

　
　
　
　

使
用
で
き
ま
す

く
わ
し
い
内
容
は

　

２
月
中
旬
に
お
知
ら
せ

購
入
は
本
人
に
限
り
ま
す

有
効
期
間
は
５
月
末
ま
で
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【
男
女
混
合
の
部
】

■
優
勝　

上
月
小
Ａ

　
（
古
本
真
也
、
葊
畑
里
奈
、
山
本
由
樹
、

　

大
西
孝
佳
、
小
林
冴
、
反
橋
英
志
、

　

岡
本
杏
香
、
古
本
裕
也
）

■
準
優
勝　

徳
久
小
Ａ

　
（
春
井
雅
、
春
名
由
衣
花
、
山
根
早
絵
、

　

稲
田
祥
弥
、
岡
下
公
香
、
春
名
桃
寧
、

　

眞
島
直
哉
・
内
堀
太
夢
）

■
第
３
位　

三
日
月
小

　
（
幡
中
悠
一
郎
、
戸
井
本
郁
也
、

　

出
水
千
裕
、
坪
内
友
香
、
重
崎
大
地
、

　

清
水
奈
生
、
山
根
佳
菜
子
、
廣
瀨
樹
）

【
男
子
の
部
】

■
優
勝　

佐
用
小
Ａ

　
（
長
井
準
平
、
山
本
開
斗
、
長
井
絢
斗
、

　

井
上
悠
杜
、
前
谷
隼
規
、
盛
﨑
光
基
）

■
準
優
勝　

久
崎
小
Ａ

　
（
高
見
翔
、
服
部
正
寛
、
福
田
尚
悟
、　

　

小
寺
祐
生
、
河
端
弥
宙
、
兼
澤
智
洋
）

■
第
３
位　

利
神
小
Ａ

　
（
田
邊
結
矢
、
中
野
太
聖
、
酒
井
友
也
、

　

山
根
大
昌
、
西
浦
卓
哉
、
盛
崎
亮
太
）

【
女
子
の
部
】

■
優
勝　

三
河
小

　
（
勝
山
史
織
、
勝
山
紗
帆
、
阿
曽
沙
耶
、

　

井
上
恵
梨
香
、
保
田
理
恵
、
森
田
真
穂
）

■
準
優
勝　

久
崎
小

　
（
坂
本
有
希
恵
、
小
林
実
央
、
高
見
香
澄
、

　

野
村
麻
美
、
山
本
こ
こ
ろ
、
芳
原
佳
歩
）

■
第
３
位　

佐
用
小
Ａ

　
（
山
﨑
麻
友
、
長
谷
川
奈
央
、
反
橋
砂
耶
、

　

福
盛
若
菜
、
川
村
実
幸
、
岡
本
佳
奈
）

■
第
３
位　

中
安
小
Ａ

　
（
南
波
里
菜
、
寺
本
美
晴
、
寺
本
葵
、

　

寺
本
伊
久
美
、
三
木
郁
奈
、
宇
多
夏
子
）

第
４
回
町
子
ど
も
会
駅
伝
大
会

　

第
４
回
町
子
ど
も
会
駅
伝
大
会
が
、
１
月
18
日
、
南

光
ス
ポ
ー
ツ
公
園
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

曇
り
空
で
、
寒
さ
が
厳
し
い
日
で
し
た
が
、
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

元
気
に
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
い
ま
し
た
。
大
会
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

「位置について、用意 ･･･」スタート前の緊張の一瞬

声
援
を
受
け
、
力
走
す

る
子
ど
も
た
ち

次
の
走
者
へ
、
タ
ス
キ
を
つ

な
ぐ
。「
が
ん
ば
れ
！
」

寒
風
の
な
か
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
力
走

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

　
　
　
　
　
　

後
期
リ
ー
グ
戦

■
開
催
時
期　

10
月
～
12
月

■
場
所　

上
月
体
育
館

【
男
子
】

　

優　

勝　

紅
羽
拾
打
隊

　

準
優
勝　

風
林
火
山
Ⅱ
‐
Ｏ

　

第
３
位　

シ
ー
ル
ド

【
女
子
】

　

優　

勝　

上
月
ク
ラ
ブ
Ａ

　

準
優
勝　

ラ
ッ
キ
ー

　

第
３
位　

上
月
ク
ラ
ブ
Ｂ

第
14
回
ビ
ス
ラ
カ
ッ
プ

　
　
　
　
　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

■
開
催
日　

12
月
７
日
（
日
）

■
場
所　

上
月
体
育
館

【
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

紅
羽
拾
打
隊（
佐
用
町
）

　

準
優
勝　

川
西
ガ
オ
ー
ズ（
川
西
市
）

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｅ（
川
西
市
）

　

準
優
勝　

上
月
ク
ラ
ブ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
用
町
）

　

第
３
位　
木
の
津
エ
ン
ジ
ェ
ル（
京
都
府

）

　

第
３
位　

Ｈ
＆
Ｋ
（
高
知
県
）

【
混
合
の
部
】

　

優　

勝　

元
気
魂（
た
つ
の
市
）

　

準
優
勝　
レ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
（
鳥
取
県
）

　

第
３
位　

チ
ー
ム
い
も
の
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
用
町
）

　

第
３
位　

楽
宴
道（
た
つ
の
市
）

【
男
子
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
】

　

優　

勝　

江
川
ス
ポ
ー
ツ
21

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
用
町
）

【
女
子
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
】

　

優　

勝　

マ
ザ
ー
グ
ー
ス（
姫
路
市
）

　

準
優
勝　

華
の
森
Ｌ
ａ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
佐
用
町
）

　

第
３
位　
神
戸
レ
デ
ィ
ー
ス　

マ
リ
ン（
神
戸
市
）

【
混
合
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
】

　

優　

勝　

本
多
興
業
（
加
古
川
市
）

　

準
優
勝　

Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｓ（
佐
用
町
）

　

第
３
位　

Ｇ
（
佐
用
町
）

郵
便
局
長
杯
小
学
生

　
　
　
　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
開
催
日　

12
月
20
日
（
土
）

■
場
所　

上
月
体
育
館

　

優　

勝　

久
崎
Ｊ
Ｖ
Ｃ

　

準
優
勝　

中
安
少
女

　
　
　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

第
３
位　

徳
久
少
女

　
　
　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

が
ん
ば
っ
た
人
た
ち
に

に
じ
ゅ
う
ま
る

’

（
敬
称
略
）
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は
た
ち
の
旅
立
ち

２
０
０
９
年
佐
用
町
成
人
式

　

式
典
で
は
、
庵
逧
典
章
町
長
、

石
堂
則
本
県
議
会
議
員
、
西
岡
正

町
議
会
議
長
、
勝
山
剛
町
教
育
長

か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
中
学
校
時
代
の
担
任

の
河
村
美
和
先
生
か
ら
新
成
人
代

表
の
矢
野
亜
由
美
さ
ん
に
、
花
束

が
贈
ら
れ
、
ま
た
、
矢
野
さ
ん
と

前
澤
拓
さ
ん
が
新
成
人
を
代
表
し

て
、「
自
分
の
行
動
や
言
葉
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
に
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、

夢
に
向
か
っ
て
、
前
進
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
新
成
人
の
誓
い

を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
全
員
で
記
念
撮

影
。
そ
の
後
は
、
再
会
し
た
友
人

と
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
、
記
念
写

真
を
撮
り
あ
っ
た
り
し
て
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

　

一
部
で
す
が
、
成
人
式
の
よ
う

す
と
新
成
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
紹
介
し
ま
す
。

　

１
月
４
日
に
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
２
０
０
９
年
佐
用
町
成
人
式

が
行
わ
れ
、
新
成
人
２
５
４
人
（
男
性
１
２
５
人
、
女
性
１
２
９
人
）
の
う
ち
、

２
１
９
人
（
男
性
１
０
４
人
、
女
性
１
１
５
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

★
社
会
人
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
の
で
き
る
大
人
に
な

り
ま
す
（
碧
木
鋭
志
）
★
人
と
成
り
。
一
人
前
と
な
れ

る
様
、
日
々
精
進
し
た
い
（
秋
田
崇
弘
）
★
成
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
秋
田
真
奈
）
★

20
歳
に
な
り
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
責
任

あ
る
行
動
の
と
れ
る
人
に
な
り
た
い
（
淺
海
加
南
）
★

新
成
人
と
し
て
、
自
覚
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
（
芦
田
友
梨
香
）
★
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

今
ま
で
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
（
有

本
茜
）
★
い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

で
す
（
井
口
喜
子
）
★
こ
れ
か
ら
も
マ
イ
ペ
ー
ス
に
頑

張
り
ま
す
!!
（
池
田
彩
央
里
）
★
本
日
よ
り
成
人
に

な
っ
た
自
覚
を
し
、
人
に
迷
惑
を
か
け
ぬ
よ
う
人
の
為

に
役
立
つ
よ
う
に
生
き
て
い
き
ま
す
（
池
田
駿
介
）
★

マ
イ
ペ
ー
ス
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
（
伊
藤
有
孝
）

★
成
人
の
実
感
は
そ
れ
程
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
学
生
活

を
通
し
少
し
ず
つ
責
任
感
の
持
て
る
大
人
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
（
井
上
温
美
）
★
少
年
の
心
を
忘
れ

ず
、
立
派
な
大
人
に
な
る
（
井
上
匠
）
★
社
会
人
に
な

る
の
で
頑
張
り
ま
す
（
入
江
真
莉
子
）
★
夢
に
向
か
っ

て
が
ん
ば
っ
て
行
き
ま
す
!!
（
植
田
真
理
子
）
★
こ
れ

か
ら
は
責
任
を
も
っ
た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
ま
す（
上

山
宜
信
）
★
チ
ョ
リ
・
チ
ョ
リ
ー
♡
み
ん
な
、
俺
の

Fam
ily

や
ん
（
内
嶋
龍
平
）
★
幸
せ
に
な
り
ま
す
（
内

 

新
成
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
出
欠
ハ
ガ
キ
か
ら
・
敬
称
略
）

→
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★
素
敵
な
看
護
師
に
な
り
ま
す
（
北
野
め
ぐ
み
）
★
新

成
人
と
い
う
、
自
覚
を
持
ち
、
恥
じ
な
い
行
動
を
と
り

た
い
で
す
（
衣
笠
豊
）
★
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
胸

に
、
だ
れ
に
対
し
て
も
尊
敬
と
謙
虚
の
心
を
忘
れ
ず
、

安
易
に
周
囲
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
己
の
道
を
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
衣
笠
裕
美
）
★
新
成
人
と
し

て
社
会
に
出
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
木

原
充
博
）
★
落
ち
着
き
を
も
っ
た
行
動
を
!!!
家
族
・
友

だ
ち
今
ま
で
あ
り
が
と
う
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く（
木

南
麻
美
）
★
社
会
人
２
年
目
の
私
と
し
て
は
仕
事
を
通

し
て
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
向
上
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
る
（
久
保
真
也
）
★
仕
事
も
恋
も
、
大
人
で
行
く

ぞ
！
（
黒
野
卓
）
★
成
人
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
越
本
恭
平
）
★
体
は

大
人
な
頭
脳
は
子
ど
も
で
お
願
い
し
ま
す（
腰
前
悦
由
）

★
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
Ｇ
６
大
好
き
（
小
谷
静
香
）
★

カ
ナ
ダ
に
留
学
中
で
す
。
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
夢
を
持
ち
続
け
、そ
れ
に
向
か
っ

て
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
（
後
藤
和
佳
奈
）
★
一
つ

の
大
き
な
夢
に
、大
切
な
仲
間
と
共
に
歩
む
（
小
林
順
）

★
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
（
小
林
奈
津
美
）
★
何

も
か
も
今
ま
で
以
上
に
頑
張
り
た
い
（
坂
口
義
人
）
★

10
代
の
こ
ろ
以
上
に
は
じ
け
ま
す
☆
そ
し
て
、
女
を
磨

い
て
い
き
ま
す
（
坂
本
優
）
★
久
し
ぶ
り
に
同
級
生
と

会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す（
笹
谷
恵
里
菜
）

★
成
人
式
を
迎
え
て
、
よ
う
や
く
20
歳
に
な
っ
た
ん
だ

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
社
会

の
一
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
の
で
す
が
、
一
人
の
人

間
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
、
と
改
め
て
考
え
ま
す
。

夢
、
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
（
重
崎
克
徳
）
★

よ
ろ
し
く
!!
（
清
水
光
平
）
★
数
あ
る
不
自
由
と
戦
わ

ず
し
て
自
由
を
手
に
入
れ
る
事
は
で
き
な
い
！
（
下
野

隆
之
）
★
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
（
末
神
和
香
）
★
新
成
人
と
し
て
の
自
覚

を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
仕
事
に
遊
び
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
！
（
諏
訪
成
美
）
★
酒
が
飲
み
た

い
（
笑
）（
副
島
満
樹
）
★
成
人
し
改
め
て
気
を
引
き

締
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
孝
橋
遼
）
★
も
っ
と

も
っ
と
数
学
を
勉
強
し
て
、
数
学
の
先
生
に
な
り
た
い

で
す
!!
そ
し
て
、素
敵
な
大
人
に
な
れ
た
ら
い
い
な（
高

畑
徳
子
）
★
20
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
♡
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
高

畑
陽
）
★
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
す

（
高
見
友
也
）
★
春
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
頑
張
り
ま

野
真
奈
）
★
失
敗
し
た
り
、
壁
に
直
面
す
る
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
う
け
れ
ど
、
自
分
の
道
を
一
歩
ず
つ

進
ん
で
い
き
た
い
!!Yes, I can do it

（
内
山
佳
洋
）

★
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
20
歳
!!
素
敵

な
女
性
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
素
敵
な
ナ
ー
ス

に
な
れ
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
っ
！
Ｎ
☆

Ｅ
（
瓜
生
原
梓
）
★
素
敵
な
大
人
の
女
性
を
目
指
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
（
大
内
彩
香
）
★
成
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
（
大
樫
弘
季
）
★
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
（
大
永
功
基
）
★
み
ん
な
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
よ

う
な
人
に
な
る
（
大
永
夕
陽
）
★
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
あ
り
が
と
う
。
自
慢
の
家
族
や
で
（
大
西
香
）
★
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
何
事
に
も
頑
張
り
た
い
で
す

（
大
西
奈
津
美
）
★
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す

（
岡
田
能
莉
子
）★
大
人
と
し
て
の
第
一
歩（
岡
畑
智
也
）

★
周
り
の
人
に
ほ
ん
の
り
迷
惑
を
か
け
つ
つ
、
自
分
の

足
で
立
っ
て
、
私
な
り
の
幸
せ
を
見
つ
け
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
脱
・
８
時
間
睡
眠
（
岡
本
佳
恵
）
★
20
歳

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
に
責
任
が
も
て

る
大
人
に
な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
（
岡
本
龍
治
）
★

社
会
人
と
し
て
責
任
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
大
人
な
女
性
に
な
り
ま
す
!!
（
奥
林

美
樹
）
★
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
（
小
河

武
史
）
★
大
人
と
し
て
、
節
度
あ
る
行
動
が
と
れ
る
よ

う
努
め
た
い
で
す
（
織
田
崇
志
）
★
Ｇ
６
は
、私
に
と
っ

て
最
高
の
友
で
す（
尾
上
綾
）★
大
学
生
と
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
が
、
と
て
も
佐
用
が
恋
し
い
で
す
。
そ
れ
か

ら
龍
治
に
彼
女
が
で
き
て
、
ぼ
く
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
今
ま
で
あ
り
が
と
う
。
も
う

少
し
の
間
、
甘
え
さ
せ
て
下
さ
い
（
垣
谷
芳
裕
）
★
投

票
に
は
必
ず
参
加
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
し
て
、
佐

用
町
を
有
名
に
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
（
笑
）

（
樫
本
悟
司
）
★
周
り
に
流
さ
れ
ず
、
自
分
の
意
見
を

し
っ
か
り
持
っ
た
大
人
に
な
り
た
い
で
す
（
梶
本
ゆ
か

り
）
★
Ｇ
６
は
、
私
の
宝
物
!!
み
ん
な
だ
ぁ
ー
い
ス
キ

（
片
岡
真
美
）
★
マ
イ
ペ
ー
ス
に
頑
張
り
ま
す
（
形
鍬

え
り
な
）
★
新
成
人
と
し
て
の
責
任
を
持
ち
、
社
会
に

出
た
時
に
役
立
つ
よ
う
な
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
、
努
力
し
ま
す
！
（
鎌
井
沙
織
）
★
こ
れ
か
ら
は
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
責
任
の
あ
る
行
動
を
と
れ

る
よ
う
心
掛
け
ま
す
（
上
谷
麻
由
未
）
★
今
ま
で
育
て

て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
、
新
成
人
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
た
い
で
す（
茅
原
裕
子
）★
頑
張
り
ま
す（
木
曽
唯
）

→

受付を訪れるうれしそうな新成人たち。「おめでとうございます」「ありがとうございます」

受付周辺は笑顔であふれました 式典前に記念撮影 「新成人としてがんばります！」
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す
（
高
見
春
希
）
★
ど
こ
に
出
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
成
人

に
な
り
た
い
（
高
本
一
希
）
★
成
人
と
し
て
し
っ
か
り
と
自

覚
を
持
ち
、
将
来
の
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら

更
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
高
本
陽
）
★
親
孝

行
が
で
き
る
よ
う
な
、
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
。
良
い
意

味
で
童
心
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
!!
（
竹
野
世
志
成
）

★
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
感
謝
し
な
が
ら
生
活
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
佐
用
町
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
で

す
（
竹
本
哲
士
）
★
今
の
私
が
あ
る
の
も
、
家
族
や
友
人
の

お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
そ
ん
な
み
ん
な
に
、
少
し
で
も

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
、
あ
り

が
と
う
（
竹
本
知
佳
）
★
幸
せ
な
人
生
を
送
り
ま
す
（
田
邉

美
紀
）
★
ま
と
も
な
大
人
に
な
り
ま
す
（
谷
口
静
香
）
★
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
が
ん
ば
り
た
い
！
（
谷
口
弘
範
）

★
新
成
人
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
頑
張

り
た
い
で
す
（
谷
口
迪
里
）
★
自
分
の
言
動
に
責
任
を
持
て

る
人
間
に
な
り
ま
す
（
谷
口
由
衣
）
★
ま
さ
か
も
う
自
分
に

成
人
式
が
く
る
と
は
…
人
生
っ
て
早
い
。今
ま
で
私
を
支
え
、

育
て
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
田
畑
貴
世
）
★
成
人
し
て
も
、

皆
仲
良
し
!!
平
和
が
一
番
で
す
ね
!!
佐
用
町
め
っ
ち
ゃ
好
き

で
す
!!
（
塚
﨑
愛
）
★
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
（
塚
崎
喜
美
子
）
★
い
ま
だ
に
甲
子
園
目

指
し
て
ま
す（
塚
田
祐
司
）★
立
派
な
社
会
人
に
な
り
ま
す
！

（
塚
田
容
司
）
★
成
人
と
し
て
自
覚
を
も
っ
て
頑
張
り
た
い

で
す
（
寺
田
育
美
）
★
毎
日
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す

が
、
自
分
ら
し
さ
を
忘
れ
ず
に
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
（
寺
田
友
美
）
★
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
言
動
に
責

任
を
持
ち
、
も
っ
と
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
で
す
（
寺
本

生
）
★
常
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
人
の
た
め
地
域

の
た
め
に
役
に
立
ち
大
き
く
成
長
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
敏
森
由

佳
）
★
今
ま
で
支
え
て
下
さ
っ
た
み
ー
ん
な
に
感
謝
☆
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
優
し
い
笑
顔
の
看
護
師

に
な
っ
て
み
せ
ま
す
！
Ｎ
☆
Ｅ
（
富
島
美
来
）
★
責
任
あ
る

行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
（
中
井
健
太
）
★
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
!!
（
中
川
春
香
）
★
成
人
と
し
て
恥
ず
か

し
く
な
い
人
に
な
り
、
社
会
の
役
に
立
つ
人
を
目
指
す
（
中

野
公
太
）
★
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
一
日
一

日
を
大
切
に
過
ご
し
な
が
ら
、
色
ん
な
面
で
も
っ
と
も
っ
と

成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
☆
そ
し
て
、
理
想
の
看
護
師
に
な

れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
Ｎ
☆
Ｅ

（
中
野
由
美
）
★
自
分
の
行
動
に
責
任
が
持
て
る
大
人
に
な

り
た
い
で
す
（
西
坂
厚
美
）
★
胸
を
張
っ
て
自
分
は
「
大
人
」

だ
と
言
え
る
よ
う
に
精
進
し
よ
う
と
思
い
ま
す（
西
坂
美
咲
）

★
自
分
の
行
動
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
責
任
が
持
て
る
大
人
に
な

り
た
い
（
西
坂
竜
一
）
★
周
り
の
人
を
大
切
に
人
生
を
楽
し

み
た
い
（
西
崎
俊
介
）
★
責
任
を
し
っ
か
り
と
持
て
る
大
人

に
な
り
た
い
（
延
原
慎
哉
）
★
成
人
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
を
支
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
も
え
ら
い

こ
っ
ち
ゃ
!!
（
登
尾
明
）
★
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
働
い
て

幸
せ
♡
な
人
生
を
お
く
る
ぞ
ぉ
～
オ
ー
ッ
!!!（
野
村
か
お
り
）

★
新
成
人
に
あ
た
っ
て
、
私
は
今
ま
で
と
違
っ
た
世
界
観
で

世
の
中
や
自
分
の
周
り
の
出
来
事
を
見
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
（
野
村
勇
太
）
★
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

責
任
感
あ
る
行
動
を
と
り
た
い
で
す
（
野
村
由
貴
）
★
成
人

を
迎
え
、
長
く
も
あ
り
、
短
く
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
、
次
へ
と
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
（
橋
本

晃
）
★
お
金
を
た
め
た
い
。
今
の
仕
事
を
頑
張
っ
て
長
く
続

け
た
い
（
橋
本
基
美
）
★
佐
用
町
を
自
慢
で
き
る
大
人
に
な

り
た
い
で
す
（
橋
本
竜
二
）
★
行
雲
流
水
（
蓮
井
竜
彦
）
★

成
人
と
し
て
自
覚
を
持
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
み
な

さ
ん
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
畑
中
貴
文
）

★
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
素
敵
な
人
生
を
歩
め
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
（
花
谷
知
香
）
★
人
生
20
年
目
に
な
り
ま

し
た
。
い
つ
ま
で
も
優
し
い
人
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
し

て
素
敵
な
大
人
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
（
濱
田
麻
須
美
）
★
社
会
人
に
な
っ
て
も
頑
張
り
ま

す
（
濱
名
沙
弥
）
★
我
が
子
の
た
め
に
、
立
派
で
良
い
見
本

に
な
れ
る
大
人
に
な
り
ま
す
!!
（
早
水
崇
）
★
責
任
感
の
あ

る
大
人
に
な
り
た
い
。
勉
強
が
大
変
だ
け
ど
立
派
な
看
護
師

に
な
る
。
Ｎ
☆
Ｅ
（
春
國
瞳
）
★
こ
れ
か
ら
一
人
の
成
人
と

し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
（
春
名
ま
み
）
★
こ
れ
ま
で
に
出

会
っ
た
す
べ
て
の
人
に
感
謝
。I'll be better!

（
福
岡
洸
介
）

★
現
在
富
山
大
学
理
学
部
科
学
科
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。
将

来
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
に
関
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
（
福
田
章
浩
）
★
JR
姫
路
駅
に
て
出
札
（
み
ど
り
の

窓
口
）
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
か
は
新
幹
線
の
運
転
士

に
な
り
た
い
で
す
！
最
新
型
Ｎ
７
０
０
系
の
よ
う
に
カ
ッ
コ

よ
く
！
（
福
本
克
基
）
★
20
歳
と
い
う
一
つ
の
区
切
り
を
迎

え
た
こ
と
で
、
気
持
ち
を
入
れ
替
え
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
（
福
元
貴
子
）
★
い
つ
も
周
り
の
だ
れ
か
が
絶
対
支
え

て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
何
事
も
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
（
福
本
梨
沙
）
★
清
く
、
正
し
く
、

女
性
ら
し
く
。
常
に
「
美
」
を
追
求
し
、
女
性
ら
し
い
女
性

に
な
る
!!!
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
親
、
友
だ
ち
な
ど
に
…

→

新成人の誓いを読み上げる前澤拓さん（右）と矢野亜由美さん

華やかで楽しい雰囲気に包まれた式典会場

多くの人からカメラを向けれら、新成人も大忙し
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身
を
磨
き
、
良
い
大
人
・
良
い
パ
パ
に
な
っ
て
い
き
た
い
で

す
!!
（
安
本
慎
也
）
★
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
何
事

に
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
矢
内
翼
）
★
今
を

大
切
に
、
精
一
杯
生
き
る
!!
（
矢
内
晴
之
）
★
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
間
に
頑
張
っ
て
な
り
た
い
と
思
い
ま
す

（
矢
野
亜
由
美
）
★
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
一
つ
ひ

と
つ
の
事
に
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
た
い
（
矢
野
珠
希
）
★

生
ま
れ
て
今
日
ま
で
、
多
く
の
人
に
様
々
な
事
を
教
わ
っ
て

き
た
。
そ
れ
を
土
台
に
社
会
の
中
で
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き

た
い
（
山
上
雅
勝
）
★
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
様
な
人
間
に
な
り
た
い
（
山
口
紗
斗
子
）
★

20
歳
の
ラ
イ
ン
を
機
に
、
今
ま
で
以
上
に
自
分
自
身
ま
た
、

社
会
へ
の
責
任
意
識
を
強
く
考
え
ま
す
（
山
下
彩
佳
）
★
一

生
懸
命
に
生
き
る
。
す
て
き
な
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
（
山
下
奈
津
子
）
★
仕
事
頑
張
り
ま
す
（
山
下
み
さ
き
）

★
今
ま
で
出
会
っ
た
、
す
べ
て
の
人
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
。
し
ゃ
ん
と
し
た
大
人
に
な
り
ま
す
！（
山
田
真
衣
）

★
祝
☆
成
人
☆
オ
メ
デ
ト
ウ
☆
☆
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
（
山
田
真
里
枝
）
★
社
会
に
貢
献
出
来
る
よ
う

な
人
に
な
り
た
い
で
す
（
山
田
梨
加
）
★
大
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
今
、教
育
学
部
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
支
え
て
き
て
く
れ
た
人
々
に
感
謝
し
て

い
ま
す
（
山
根
葵
）
★
大
人
と
し
て
成
長
し
た
い
（
山
根
良

太
）
★
カ
リ
ス
マ
ト
リ
マ
ー
に
な
り
ま
す
!!!
そ
し
て
、
お
店

を
開
い
て
大
金
持
ち
に
な
り
た
い
で
す
（
山
本
彩
）
★
大
好

き
な
家
族
、
仲
間
、
恩
師
に
感
謝
。「
清
く
正
し
く
面
白
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
母
の
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
（
山
本
紗

弓
）
★
夢
（
山
本
直
樹
）
★
こ
れ
か
ら
も
周
り
の
人
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
、
夢
に
む
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
（
横
野
裕
香
）

★
や
っ
と
大
人
の
仲
間
入
り
。
こ
れ
か
も
益
々
が
ん
ば
り
ま

す
（
横
山
加
奈
）
★
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
に
よ
り
、
日

本
に
も
そ
の
波
が
押
し
寄
せ
、
就
職
内
定
取
り
消
し
な
ど
問

題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
か
ら
は
僕
も
就
活
の

年
で
す
。
大
学
４
年
間
で
学
ん
だ
経
験
を
い
か
し
、
立
派
な

大
人
に
な
り
た
い
で
す
!!!
（
横
山
祐
太
）
★
新
成
人
と
し
て
、

自
分
自
身
の
行
動
に
責
任
を
と
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
（
𠮷
田
知
可
）
★
こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て
の
自
覚
を

持
つ
と
と
も
に
、
責
任
あ
る
行
動
を
と
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
（
芳
原
利
典
）
★
成
人
と
し
て
ア
ラ
フ
ォ
ー

に
負
け
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
る
チ
ャ
ー
（
和
田
翔
次
朗
）

あ
り
が
と
う
（
福
盛
渚
）
★
此
処
が
成
人
と
し
て
の
人
生
の

始
ま
り
。
行
け
る
所
ま
で
行
っ
て
み
よ
う
（
袋
路
昌
平
）
★

僕
は
今
、
大
阪
で
調
理
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
修
行
の
身
で
す
が
、
い
つ
か
自
分
の
店
を
持
っ
て
い
っ
ぱ

い
お
金
を
稼
ぐ
事
が
僕
の
夢
で
す
。
そ
の
為
に
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
ま
す
（
藤
井
達
大
）
★
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
、
あ
り
が
と
う
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
人
の

役
に
立
て
る
よ
う
な
立
派
な
社
会
人
を
目
指
し
ま
す
（
藤
田

郁
美
）
★
20
歳
!!
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
!!
（
藤
東
磨

以
）
★
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
何
事
に
も
精
一
杯
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
（
藤
本
孝
幸
）
★
新
成
人
と
な
り
自
立
・

向
上
・
努
力
を
座
右
の
銘
と
し
て
頑
張
り
ま
す
（
舟
引
喜
八

郎
）
★
佐
用
の
星
に
な
り
ま
す
!!
笑
（
船
曳
翔
太
）
★
目
の

前
の
こ
と
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
や
っ
て
い
き
た
い
!!
（
船
曳

将
司
）
★
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
目
標
に

向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
!!
（
船
引
梨
紗
）
★
人
生
勉
強
（
棒

谷
輝
）
★
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
。
＋
遊
び
心
を
忘
れ

な
い
（
堀
江
舞
子
）
★
成
人
式
を
迎
え
、
気
持
ち
新
た
に
、

夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
前
澤
拓
）

★
大
人
の
女
に
な
り
ま
す
!!
常
に
笑
顔
で
い
ま
す
!!
み
ん

な
、
す
ぅ
～
き
ぃ
～
に
ょ
（
槙
本
愛
）
★
20
歳
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
た
い
（
増
田
知
佳
）
★

成
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
責
任
あ
る
行
動
で
、
一
歩

一
歩
、
確
実
に
大
人
へ
！
（
松
阪
寿
也
）
★
夢
を
実
現
す
る

為
に
頑
張
る
ぞ
ぉ
～
!!(

三
枝
俊
史)

★
新
成
人
と
し
て
の

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
地
元
さ
よ

う
を
想
い
、
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
。
こ
れ
か
ら
も
立
派

な
大
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
大
感
謝（
三
木
あ
ゆ
み
）

★
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
て
る
人
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
（
三
木
啓
司
）
★
大
人
の
女
性
に
な
り
ま
す
っ
！
地
元

大
好
き
ぃ
☆
に
ょ
ー
ん
っ
！
（
水
鳥
友
貴
）
★
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
大
人
の
一
歩
を
進
み
ま
す
（
道
上

愛
記
）
★
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
群
馬
県
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
あ
と
２
年
間
は
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
（
宮
元
宏
夢
）
★
自
分
の
意
見
を
持
っ
た
大
人

に
な
り
た
い
で
す
（
宮
本
泰
雅
）
★
は
や
く
一
人
前
に
な
れ

る
よ
う
に
仕
事
を
が
ん
ば
る
!!
（
盛
﨑
一
生
）
★
大
人
の
第

一
歩
と
し
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
（
森
下
良
太
）
★

無
事
、
成
人
を
迎
え
た
こ
と
に
感
謝
し
、
成
人
と
し
て
の
自

覚
、
責
任
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
生
活
し
て

い
き
た
い
（
森
林
玄
）
★
Ｇ
６
大
好
き
（
森
脇
正
子
）
★
こ

れ
か
ら
、
さ
ら
に
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
自
分
自

→

記念撮影前のワンショット輝く笑顔を見せる新成人たち

旧友との再会。とてもうれしそう 佐用チャンネルの取材にも応じます お互いに記念撮影
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共
生
の
郷
づ
く
り

シ
リ
ー
ズ

　

久
崎
地
域
づ
く
り
協
議
会
主
催

の
年
末
恒
例
の
歳
の
市
「
ザ
！
久

崎
市
２
０
０
８
」
が
、
12
月
21

日
、
久
崎
商
店
街
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
恒
例
の

上
郡
エ
イ
サ
ー
倶
楽
部「
て
ぃ
だ
」

の
沖
縄
民
謡
の
歌
と
踊
り
や
、
久

崎
小
学
校
児
童
の
傘
踊
り
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
久
崎
集
落
が

杵き
ね

つ
き
も
ち
を
ふ
る
ま
っ
た
り
、

ジ
ャ
ズ
や
オ
カ
リ
ナ
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
っ
た
り
と
、
た
く
さ

ん
の
催
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
久
崎
地
区
の
集
落
を

は
じ
め
、
商
店
や
各
種
団
体
計
37

団
体
が
参
加
。
手
作
り
コ
ン
ニ
ャ

ク
や
し
め
縄
な
ど
の
販
売
や
、
商

店
の
年
末
大
売
り
出
し
な
ど
が
行

わ
れ
、
だ
れ
も
が
楽
し
め
る
手
作

り
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
梶
原
義
正
会
長

（
西
新
宿
）
は
「
久
崎
市
は
将
来

に
残
し
た
い
地
域
文
化
。
今
後
も

み
ん
な
の
力
で
開
催
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
ん
だ
歳
の
市

久崎小学校児童の傘踊り

　「第 20 回宿場町ひらふくまつり」の大名行列が、
かつての宿場町平福のにぎわいをよみがえらせま
す。あなたもこの行列に参加してみませんか。
■開催日　４月 12 日（日）
■募集する役どころ　殿様・奥方・姫君・家老・奉
行・典医・茶坊主は各１人、侍 14 人、腰元 10 人、
奴８人
■対象者　満 15 歳以上のかた（町内外は問いません）
■応募締切　２月 27 日（金）
■決定　応募者が多数の場合は、抽選します。
■申し込み・お問い合わせ
　住所・氏名・年令がわかるようにハガキ、または
電話で申し込んでください。
 　　〒 679-5380 佐用町佐用 2611-1
　　 佐用町役場商工観光課
　 　　☎８２- ０６７０
■リハーサル　４月５日（日）、午後３時から、平福
　体育館にて行います。
■主催　宿場町ひらふくまつり実行委員会

宿場町ひらふくまつり

お
り
ひ
め
サ
タ
デ
ー
シ
ネ
マ

私
は

貝
に
な
り
た
い

と き

３
月
７
日

 

午
後
１
時
30
分
～

土

■入場料　前売り　一般（高校生以上）　　1,000 円
　　　　　当　日　一般（高校生以上）　　1,300 円
　　　　　　　　　小人（３歳～中学生） 　  800 円

ところ

お
り
ひ
め
文
化
ホ
ー
ル

 (

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー)

■お問い合わせ　生涯学習課　８２－３３３６

　子ども歌舞伎クラブの練習成果を披露し、後輩た
ちに民俗芸能の継承を伝える恒例の公演です。今年
の外題は「絵本太功記　十段目　尼ケ崎の場」です。

昨年の３月公演

南光子ども歌舞伎伝達式
 ３月公演

　　■お問い合わせ
 　　　南光支所地域振興課　☎７８－０１２３

と　き ３月６日金
午後２時開会

ところ  三河小学校体育館

入場無料

大名行列出演者募集
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■
募
集
内
容

 

(1)
募
集
職
種
と
採
用
予
定
人
員

　

保
育
士
（
町
内
の
保
育
園
）　

若
干
名

　

代
替
保
育
士
（
三
河
保
育
園
）　

  
１
人

　

学
校
用
務
員
（
町
内
小
中
学
校
）
４
人

　

調
理
員
（
学
校
給
食
ま
た
は
保
育
園
）　
　

１
人

　

調
理
員
（
朝
霧
園
）　　
　
　

  

１
人

　

施
設
運
営
管
理
員
（
町
民
プ
ー
ル
）　
２
人

　

運
転
手
（
上
月
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）
１
人

　

支
援
員
（
朝
霧
園
）　
　

 　

 

１
人

 

（�）
受
験
資
格

　

平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
年
齢
お

お
む
ね
50
歳
ま
で
の
か
た
で
、
地
方
公

務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項
に
該
当
し

な
い
か
た
。
運
転
手
は
、
年
齢
お
お
む

ね
65
歳
ま
で
の
か
た
で
、
中
型
自
動
車

以
上
の
運
転
免
許
を
有
し
、
そ
の
免
許

に
よ
る
運
転
経
験
が
あ
る
か
た
。

■
選
考
方
法

　

作
文
試
験
及
び
個
別
面
接
試
験
。
運

転
手
は
、実
地
運
転
試
験
と
個
別
面
接
。

■
試
験
日
時　

３
月
２
日
（
月
）

　

受
付　

午
後
０
時
45
分
～
午
後
１
時

■
試
験
会
場

　

役
場
第
２
庁
舎
会
議
室

■
任
用
期
間

　

任
用
期
間　

４
月
１
日
～
９
月
30
日

（
半
年
毎
に
更
新
）

　

※
調
理
員
（
朝
霧
園
は
除
く
）
は
、
平

　

成
21
年
度
限
り
の
任
用
期
間
で
す
。

■
勤
務
日
と
勤
務
時
間

　

保
育
士　

月
～
土
曜
日
の
内
、
週
５
日
間

　
  

午
前
８
時
～
午
後
５
時
（
週
40
時
間
）

　

代
替
保
育
士 

土
曜
日
と
月
曜
日
の

　
　

週
２
日
間
（
週
12
時
間
）

　
　

午
前
８
時
～
午
後
５
時
（
土
曜
日

　
　

は
午
前
８
時
～
正
午
）

　

学
校
用
務
員　

月
～
金
曜
日
の
週
５
日
間

　
　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分（
週
40
時
間
）

　
調
理
員　

月
～
金
曜
日
の
週
５
日
間

　
　

午
前
８
時
～
午
後
５
時（
週
40
時
間
）

　
　

※
保
育
園
勤
務
は
保
育
士
と
同
じ

　
調
理
員
（
朝
霧
園
）　
日
～
土
曜
日
の
内
週
５
日
間

　
　

次
の
勤
務
時
間
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン（
週
40
時
間
）

　
　

①
午
前
７
時
～
午
後
４
時

　
　

②
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　
　

③
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
45
分

　

施
設
運
営
管
理
員　

火
～
日
曜
日
の
週
５
～

　
　

６
日
間
次
の
勤
務
時
間
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
１

　
　
日
４
～
4.5
時
間
、
週
30
時
間
）

　
　

①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

　
　
　
　
（
土
曜
日
は
午
前
８
時
～
午
後
０
時
30
分
）

　
　

②
午
後
０
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　

③
午
後
５
時
～
午
後
９
時

　

運
転
手　

月
～
金
曜
日
の
週
５
日
間

　
　

午
前
７
時
～
午
前
８
時
、
午
後
３

　
　

時
～
午
後
５
時
（
週
15
時
間
）

　

支
援
員　

土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
及

　
　

び
年
末
年
始

■
賃
金

　

保
育
士　
　
　
日
額
６
、３
０
０
円

　

代
替
保
育
士　
日
額
６
、３
０
０
円

　

学
校
用
務
員　
日
額
６
、０
５
０
円

　

調
理
員　
　
　

日
額
６
、１
０
０
円

　
施
設
運
営
管
理
員　
時
間　

  

７
８
５
円

　

運
転
手　
　
　
　

時
間
１
、３
０
０
円

　

支
援
員　
　
　

日
額
６
、２
０
０
円

　

※
保
育
士
（
代
替
は
除
く
）、
学
校
用

　
　

務
員
、
調
理
員
は
期
末
手
当
有
。

　

※
通
勤
手
当
と
期
末
手
当
の
支
給
基

　
　

準
は
町
規
則
に
よ
る
。

■
社
会
保
険

　

勤
務
時
間
数
に
応
じ
て
保
険
に
加
入

し
ま
す
。

■
受
験
手
続
及
び
受
付
時
間

　

（1）
受
験
手
続　

履
歴
書（
写
真
貼
付
） 

　
　

を
総
務
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　

（�）
受
付
期
間

　
　

２
月
25
日
（
水
）
ま
で
の
、土
日
・

　

祝
祭
日
を
除
き
、
午
前
９
時
～
午
後

　

５
時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

郵
送
の
場
合
、
２
月
25
日
（
水
）

　

必
着
で　

お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
82
・
２
５
４
９

町
の
臨
時
職
員
を
募
集

平
成
21
年
度

　　　　　　　　　　■お問い合わせ　生涯学習課　☎８２－３３３６

■入場料　前売り　一般 1,000 円　高校生以下　500 円
　　　　　当　日　一般 1,200 円　高校生以下　600 円
■キャスト（敬称略）
　一色真実（中町）・沖　里美（上郡町）・金田妙子（姫路市）
　北野あゆみ（たつの市）・北村一葉（上町）・黒田みちよ（中
　町）・羽山芳子（山平）・福本莉奈（大坪）・藤木貞子（上
　長尾）・山田美菜子（中上月）・山本まひろ（山脇）
■スタッフ（敬称略）
　脚本・演出　やぎみつぎ（宍粟市）
　舞台監督　永本明美（末包）
　制作　さようホールスタッフ

オズの魔法使いプロデュースおりひめ
住民手作り芝居第８弾

と き ２月 21 日土
ところ おりひめ文化ホール ( さよう文化情報センター )

午後６時 �0 分開演
２月 22 日日

午後２時開演
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町
で
は
、
上
記
に
該
当
し
在
宅
生

活
を
さ
れ
て
い
る
か
た
を
対
象
に
、

通
院
助
成
金
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。

■
助
成
対
象

　

町
外
医
療
機
関
へ
の
手
帳
・
受
給

者
証
に
か
か
る
通
院
・
訓
練
が
対
象

（
か
ぜ
・
け
が
な
ど
の
一
般
診
療
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）と
な
り
ま
す
。

■
助
成
額

　

往
復
の
交
通
費
の
半
額
相
当
分
を

助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
病
院
な
ど
の
送
迎
バ
ス
で

の
通
院
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
特
定
疾
患
及
び
人
工
透
析
の
か
た

に
つ
い
て
は
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
用
紙

　

福
祉
課
・
支
所
総
合
窓
口
課
・
出

張
所
に
所
定
の
申
請
用
紙
が
あ
り
ま

す
。
２
月
受
診
分
ま
で
を
通
院
医
療

機
関
で
証
明
を
し
て
い
た
だ
き
、
提

出
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

　

３
月
31
日
（
火
）

■
提
出
先　

福
祉
課
・
各
支
所
総
合

　

窓
口
課
・
出
張
所　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

☎ 

82
・
０
６
６
１　
　

　

           　

FAX 

82
・
０
１
４
６

 対象者は次のとおりです
 ● 特定疾患医療受給者証の交付を受けているかた
 ● 人工腎臓を実施している慢性腎不全のかた（人工透析）
 ● 1� 歳未満で療育手帳Ａ判定に該当のかた
 ● 1� 歳未満で身体障害者手帳１、２級に該当のかた
 ● 精神障害者保健福祉手帳１、２級に該当のかた

 

通
院
の
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

　

入
居
申
込
者
は
、資
格
審
査
後
、

町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会
に

お
い
て
順
位
が
決
ま
り
、
入
居
登

録
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
す
。
住

宅
に
空
家
が
出
た
場
合
、
入
居
登

録
者
名
簿
の
上
位
登
録
者
か
ら
順

次
入
居
と
し
ま
す
。

　

入
居
登
録
者
名
簿
の
有
効
期
間

は
、
４
月
１
日
（
水
）
か
ら
９
月

30
日
（
水
）
ま
で
で
す
。

■
入
居
募
集
住
宅

　

佐
用
町
営
住
宅(

一
般) 　

※
た
だ
し
、
中
上
月･

久
崎
住
宅

一
部
（
上
月
地
区
）、米
田
住
宅
（
南

光
地
区
）、
折
口
お
よ
び
手
布
住

宅
（
三
日
月
地
区
）
は
除
き
ま
す
。

■
書
類
配
布
・
受
付
期
間

　

２
月
23
日
（
月
）
ま
で

■
入
居
資
格　

　

税
金
の
滞
納
の
な
い
か
た
、
同

居
す
る
親
族
の
あ
る
か
た
、
結
婚

予
定
の
あ
る
か
た
、
現
在
住
居
に

困
っ
て
い
る
か
た
、
収
入
基
準
に

合
う
か
た
。

■
収
入
基
準　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
家
賃　

所
得
や
住
宅
で
違
い
ま
す
。

■
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

■
申
込
書
類　

建
設
課
備
え
付
け

　

の
申
込
用
紙
に
、
必
要
事
項
を

　

記
入
の
う
え
、
入
居
し
よ
う
と

　

す
る
家
族
で
、
所
得
の
あ
る
か

　

た
全
員
の
所
得
証
明
書
と
納
税

　

証
明
書
と
、住
民
票
を
添
え
て
、

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法　

資
格
審
査
後
、
町

　

営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会
で

　

決
定
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　
　

☎
82
・
２
０
１
９

入
居
者
募
集

町
営
住
宅

　

ふ
れ
あ
い
町
民
プ
ー
ル
あ
め
ん

ぼ
で
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

無
料
体
験
教
室
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
３
歳
以
上
の
児
童

と
小
中
学
生
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
一
度
こ
の
機
会
に
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間　

　

２
月
17
日
（
火
）
～
21
日
（
土
）

　

２
月
24
日
（
火
）
～
28
日
（
土
）

■
対
象
者

　

３
歳
以
上
の
幼
児
と
小
中
学
生

　

※
１
人
１
回
に
限
る

■
申
し
込
み
方
法

　

下
表
の
時
間
割
で
希
望
の
曜

日
・
時
間
を
選
び
、
町
民
プ
ー
ル
、

ま
た
は
各
支
所
に
あ
る
申
し
込
み

用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、体
験
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
、

町
民
プ
ー
ル（
月
曜
日
は
休
館
日
）

受
付
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
大
人
の
か
た
の
ス
ク
ー

ル
は
、
随
時
無
料
体
験
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
プ
ー
ル　

☎
82
・
０
１
２
３

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

  　
　
　
　
　

無
料
体
験

土
 �:00
  ～ 10:00

     幼・小学生 
   ３歳～ 12 歳

 1�:00
  ～ 1�:00

     幼児
   ３歳～６歳

 1�:00
  ～ 1�:00

      小中学生 
    ６歳～ 15 歳

 1�:00
 ～ 1�:00

 年長・小中学生 
  ５歳～ 15 歳

時間
曜日

■時間割表

参
加
者
募
集

火 水 木 金
 1�:�0
  ～ 1�:�0

 小学生
  ６歳～ 12 歳

 1�:�0
  ～ 1�:�0

  幼児
 ３歳～６歳

小学生
６歳～ 12 歳

  幼児
  ３歳～６歳

  小学生
  ６歳～ 12 歳

 1�:�0
  ～ 1�:�0

 年長・小学生 
 ５歳～ 12 歳

 年長・小学生 
５歳～ 12 歳

小学生
 ６歳～ 12 歳

    幼・小学生 
   ３歳～ 12 歳

 1�:�0
  ～ 1�:�0

 幼・小中学生 
 ３歳～ 15 歳

 年長・小中学生 
  ５歳～ 15 歳

時間
曜日
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2009/ ２月号

４
月
か
ら

登
記
情
報
の
提
供
を
ス
タ
ー
ト

　

㈶
民
事
法
務
協
会
が
、
不
動

産
登
記
情
報
、
地
図
情
報
、
商

業
・
法
人
登
記
情
報
な
ど
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
（
有
料
）
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
課
で
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
、
４
月
か
ら
、
税
務
課

や
各
支
所
で
登
記
情
報
の
提
供
を

始
め
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
情
報
・
手
数
料

　

不
動
産
登
記
情
報（
全
部
事
項
）

　
　
　
　
　

５
０
０
円
／
筆
・
個

　

不
動
産
登
記
情
報
（
所
有
者
事
項
）

　
　
　
　
　

２
０
０
円
／
筆
・
個

　

地
図
情
報　

　
　
　
　
　

５
０
０
円
／
筆
・
個

　

商
業
・
法
人
登
記
情
報（
全
部
事
項
）

　

 　
　
　
　

５
０
０
円
／
法
人

※
町
内
の
登
記
情
報
だ
け
で
は
な

く
、
原
則
と
し
て
全
国
の
登
記
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
登
記
情
報
は
最
新
情
報
で
す

が
、
印
刷
し
た
も
の
は
証
明
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
土
地
台
帳
・
字
限
図
・

　
　
　

家
屋
台
帳
の
整
備
を
廃
止

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
伴

い
、
土
地
台
帳
な
ど
の
加
筆
は
、

平
成
20
年
12
月
分
ま
で
の
登
記
で

取
り
や
め
ま
す
。
た
だ
し
、
台
帳

な
ど
の
閲
覧
は
今
ま
で
ど
お
り
、

窓
口
に
て
行
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

            　

      

☎
82
・
０
６
６
２

　「なりすまし」や「改ざん」を防ぐため、公的個人認証サー
ビスが始まっています。このサービスを利用するには、電
子証明書が必要です。

電子証明書の取得方法
　まず、住民課・各支所総合窓口課（三河出張所は除く）
の窓口で住民基本台帳カード（写真付住基カードをおすめ
します）を作成します。手数料は無料です。
　次に、住民課窓口（各支所・出張所では取り扱っていま
せん）に申請書を提出します。手数料 500 円と先述の住
基カードの持参が必要です。住基カードが写真付ではない
場合、本人確認書類として免許証、パスポートなどの官公
署の発行した写真付証明書をご持参ください。

利用できるオンライン手続き
■国の手続き
　・e － Tax（国税電子申告）
　・自動車検査登録（自動車保有関係手続ワンストップサービス）
　・社会保険関係手続　など
■県の手続き
　・自動車税・自動車取得税申告（自動車保有関係手続ワンストップサービス）
　・県への許可申請　など

　オンライン手続きを利用する場合、IC カードリーダラ
イタという情報を読み取る装置と、パソコンの設定が必要
です。くわしくは、次のホームページをご覧ください。
　【電子証明書（公的個人認証サービス）】
　　http://www.jpki.go.jp/index.html
　【IC カードリーダライタ】
　　http://www.jpki-rw.jp/

■お問い合わせ　住民課　　☎８２－０６６０

電子証明書で
オンライン手続きを

■申し込み・お問い合わせ　上月支所地域振興課　☎８６－１２１０

　「 パ ソ コ ン で 遊
ぼう」のスタッフ
によるパソコン教
室「インターネッ
トコース」の受講
生を募集します。

受講生募集パソコン教室
インターネットコース

■日　時　
　３月 11 日（水）、13 日（金）、18 日（水）
　午後７時 30 分～午後９時 30 分
■開催場所　上月文化会館
■申込期限　２月 27 日（金）
■受 講 料　  １、５００円（テキスト代含む）
■募集人数　２０人
　※定員になり次第、締め切ります。

紙すき体験 参加者募集
　上月地域づくり
協議会では、地域
文化の継承とふれ
あ い 活 動 を 目 的
に、「 皆 田 和 紙 保
存会」による「紙
すき体験」を実施
します。

■日　 時　　２月 22 日（日）午前９時～正午
■開催場所　 上月歴史資料館
■内　  容　　紙すき体験・小物づくり
■申込期限　 ２月 16 日（月）
■参 加 費　    5 ００円（小中学生は３００円）
■募集人数　 ３０人
　※定員になり次第、締め切ります。



1�

　

平
成
�0
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
、
平
成
�1
年
度
の

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は
、
２
月
1�
日
（
月
）
～
３

月
1�
日
（
月
）
で
す
。
な
お
、
事
前
申
告
相
談
を
２
月

５
日
（
木
）
～
1�
日
（
木
）
ま
で
の
５
日
間
（
平
日
）

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

 

平
成
20
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
、
平
成
21
年
度
町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は

   
２
月
16
日    

～  

３
月
16
日     

ま
で

■農業所得申告
　水稲栽培面積 30㌃以上は申告が必要としていましたが、自家消費米のみの生産や農地の
保全のために農業を営んでいるかたは、申告の必要はありません。事業として農業を営み、
農業所得のあるかたは、申告の必要があります。
■公的年金収入のみのかた
　収入が公的年金収入のみのかたの内、65 歳未満で公的年金収入が 70 万円以下のかた、65
歳以上で公的年金収入が 120 万円以下のかたについては、申告の必要はありません。
■ふるさと納税
　ふるさと納税（県市町村への寄附金）をされたかたは、確定申告をすれば、5,000 円を超
える額について一定の限度額まで控除を受けられます。
■電子申告（ｅ－ Tax）
　申告相談日のうち 10 日間、さよう文化情報センターで電子申告ができます。電子申告で
電子証明書をあわせて申告した場合は、所得税から 5,000 円が控除されます。（平成 19 年分
か 20 年分のいずれか１回。所得税額が限度）
■公的年金からの町県民税の特別徴収について
　65 歳以上の公的年金などの受給者を対象に、公的年金などに係る所得割と均等割が、年
６回の年金受給のたびに特別徴収されます。特別徴収は、10 月支給分から実施されます。

　

個
人
事
業
主
の
か
た
な
ど
営
業

所
得
や
農
業
所
得
、
不
動
産
所
得

の
あ
る
か
た
は
、
事
業
の
収
入
や

経
費
の
内
訳
を
記
載
し
た
「
収
支

内
訳
書
」
を
、
正
し
く
作
成
し
て

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は
、

人
ご
と
に
領
収
書
な
ど
で
「
医
療

費
明
細
書
」
を
作
成
し
、
領
収
書

と
併
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
に
は
、
医
師
が
発
行
し
た
お

む
つ
使
用
証
明
書
の
添
付
が
必
要

で
す
。
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は
20
㌻
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
人
や
配
偶
者
、
扶
養
控
除
を

受
け
る
か
た
が
、
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て

い
る
場
合
、
障
害
者
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
か
た
で
も
、
要
介
護
認
定

な
ど
で
日
常
生
活
自
立
度
が
中
程

度
以
上
の
か
た
は
、
障
害
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、
20
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で

に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
を
受
け
て
い
る
か
た
で
、

所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ

た
額
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
時
に

「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

申
告
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
は
３
月
16
日
（
月
）
ま

で
で
す
。

　

給
与
所
得
者
の
か
た
で
、
年
末

調
整
を
さ
れ
、
ほ
か
の
収
入
も
な

く
控
除
の
変
更
も
な
い
か
た
や
、

税
務
署
な
ど
で
確
定
申
告
を
済
ま

せ
た
か
た
は
、
町
県
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
、主
婦
、生
活
保
護
、無
職
、

扶
助
・
援
助
、
遺
族
年
金
・
障
害

年
金
な
ど
に
よ
っ
て
、
平
成
20
年

中
に
収
入
の
な
か
っ
た
か
た
は
、

申
告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

低
所
得
判
定
な
ど
の
負
担
軽
減
措

置
を
正
し
く
受
け
る
た
め
に
、
申

告
書
裏
面
の
「
収
入
が
な
か
っ
た

か
た
の
記
入
欄
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
申
告
会
場
ま
た
は
税
務

課
、
各
支
所
・
出
張
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

町
の
申
告
相
談
で
は
、
青
色
申

告
、
消
費
税
申
告
の
申
告
相
談
は

行
え
ま
せ
ん
。
３
月
10
日
（
火
）

の
税
務
署
・
税
理
士
納
税
相
談
日
、

ま
た
は
相
生
税
務
署
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

相
生
税
務
署

　

☎
０
７
９
１
・
23
・
０
２
３
１

　

税
務
課　
　

☎
82
・
０
６
６
２

事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書

　
　
　
　
　

作
成
に
つ
い
て

医
療
費
明
細
書
の

　
　
　
　
　

作
成
に
つ
い
て

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

青
色
申
告

　
　

消
費
税
申
告
に
つ
い
て

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
が
ひ
き
き
れ
な
か
っ
た

か
た
に
つ
い
て

町
県
民
税
の
申
告
を
す
る

　

必
要
が
な
い
場
合
つ
い
て

収
入
の
な
か
っ
た
か
た
の

町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

昨年と変わった主な点

正
し
い
申
告
納
税
で
明
る
い
未
来

月

月
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所得税、町・県民税申告相談日程表
相談日 曜

日 受付時間 佐用地域 上月地域 南光地域 三日月地域
相談地区 会場 相談地区 会場 相談地区 会場 相談地区 会場

２
　
　
月

5 日 木
９時～１１時３０分
１３時～１５時３０分 ■事前申告相談　■相談地区：佐用町全体　■相談会場：さよう文化情報センター6 日 金

9 日 月

10 日 火 １０時～１１時３０分 　　　■事前申告相談　税務署年金・還付申告相談
　　　■相談地区：佐用町全体　■相談会場：さよう文化情報センター１３時～１５時

12 日 木 ９時～１１時３０分
１３時～１５時３０分 ■事前申告相談　■相談地区：佐用町全体　■相談会場：さよう文化情報センター

16 日 月 ９時～１１時３０分 青木 ・ 若州 福吉 ・ 本郷 土井・ 宝蔵寺 三日月上１３時～１５時３０分 水根 ・ 奥海

17 日 火 ９時～１１時３０分 上石井 ・ 中ノ原 大垣内 ・ 皆田 小山・ 米田 三日月下１３時～１５時３０分 中土居 ・ 大船 南中山 ・ 来見

18 日 水 ９時～１１時３０分 延吉 ・峠　 田和・才金・金子・桜山 安川 茶屋上・茶屋下１３時～１５時３０分 庵・ 北新町

19 日 木 ９時～１１時３０分 平福上町・ 下町 家内・円光寺・上秋里 中島 湯小・中村１３時～１５時３０分 平福中町・ 南新町

20 日 金 ９時～１１時３０分 海内・桑野 久崎 ( 上）・下秋里 多賀 仁増・鎌倉１３時～１５時３０分

23 日 月 ９時～１１時３０分 淀 ・ 東中山（10 時～） 久崎 ( 下）・西新宿 漆野 大内谷・添谷１３時～１５時３０分 仁方

24 日 火 ９時～１１時３０分 平谷 ・甲大木谷 櫛田（原・滝谷） 西下野・下三河 真宗・志文１３時～１５時３０分 西河内 ・乙大木谷 

25 日 水 ９時～１１時３０分 豊福 櫛田（奥村・須山  
石井・平谷） 中三河・河崎 春哉・徳平１３時～１５時３０分 末包 ・ 大畠

26 日 木 ９時～１１時３０分 口長谷・宗行・奥長谷 小赤松・大酒 上三河 乃井野 ( 上 )１３時～１５時３０分 横坂

27 日 金
９時～１１時３０分 駅前・秀谷

大坪・山田
金屋・力万 船越 乃井野 ( 下 )・西市

１３時～１５時３０分 新町・山平
山王・中町

3
　
　
月

2 日 月 ９時～１１時３０分 真盛・山脇 須安 ・ 宇根 下徳久 ( 上 ) 田此１３時～１５時３０分 口金近・奥金近

３日 火 ９時～１１時３０分 上長尾・柴谷 西大畠・小日山 下徳久 ( 下 ) 新宿１３時～１５時３０分 西山・下長尾

４日 水 ９時～１１時３０分 本位田甲・吉福 上上月・目高・寄延 林崎 島脇１３時～１５時３０分 本位田乙・福澤

５日 木 ９時～１１時３０分 上町・川原町・大願寺 中上月・大日山 東徳久 久保１３時～１５時３０分 栄町・円応寺・五反田

6 日 金 ９時～１１時３０分 佐用地域全体 下上月 ・ 仁位 西徳久 広山 ・ 弦谷１３時～１５時３０分

9 日 月 ９時～１１時３０分 佐用地域全体 早瀬１・早瀬２ 平松 三原・三ツ尾・東大畑
１３時～１５時３０分 西大畑・大下り

10 日 火 １０時～１１時３０分
１３時～１５時 ■税務署、税理士納税相談　■相談地区：町全体　■会場：さよう文化情報センター

11 日 水
９時～１１時３０分
１３時～１５時３０分

■相談地区：佐用町全体　■会場：さよう文化情報センター

12 日 木
13 日 金
15 日 日

16 日 月 １０時～１１時３０分
１３時～１５時

佐
用
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

江
川
地
区

文
化
セ
ン
タ
ー

上
月
保
健
福
祉

　
　
　

セ
ン
タ
ー

久
崎
地
区
セ
ン
タ
ー

上
月
文
化
会
館

中
安
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

三
河
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

南
光
支
所

三
日
月
支
所

■電子申告（ｅ－ Tax）は、２月 23 日（月）～ 27 日（金）と、３月９日（月）～ 13 日（金）、さよう文化情報センター
　で行います。受付時間は、10 時～ 11 時 30 分、13 時～ 15 時までです。

注１）確定申告会場は混み合いますので、できるだけ事前申告相談で申告を済ませてください。
注２）お住まいの自治会の申告相談日に不都合がある場合は、同一会場、または同一地域、町全体の申告相談日に申
　　　告してください。

平成20年分

　昨年と変更されているところがあります。お間違えのないようにお願いします。
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救急件数は増加  過去最高
平成 20 年火災・救急・救助のまとめ
■火災は過去最少
　火災件数は 10 件で、前年と比較して１件の減少となり、これまで
最も少ない件数となりました。
　火災種別でみると、建物火災２件、その他火災８件で、地域別では、
佐用地域５件、上月地域５件となっています。出火原因は、焼却火６
件、枯れ草焼き 1 件、たばこ１件、天ぷら油１件、その他 1 件となっ
ています。

■救急は過去最多
　救急件数は８４０件で、過去最多を記録しました。
　事故種別でみると、急病が４５２件、一般負傷１０８件、交通事故
77 件、転院搬送１７７件、その他 26 件となっています。これは、月
平均 70 件出動していることになります。
　搬送人員は８２４人で、これは町民の約 25 人に１人を搬送したこ
とになります。

■救助は大幅に増加
　救助件数は年々減少傾向でしたが、前年の２倍以上の 26 件と、大
きく増加しました。
　事故種別でみると、交通事故が 19 件と最も多く、水難救助 1 件、
火災救助 1 件、その他５件となっています。この活動により 19 人を
救出しています。
 
■その他出動も増加
　その他出動件数も大幅に増え 34 件となりました。種別でみると、
救急支援 14 件、検索出動 12 件、その他８件となっています。
※その他出動とは、救急隊だけでは活動が困難な場合の救急支援、炎
　や煙の確認を行う検索出動、油漏れの処理、行方不明者捜索などが
　あります。

■お問い合わせ　消防署　☎８２－３８７２

未
集
計

新たに教育委員に就任した
長田貞子さん

お
互
い
を
認
め
合
う

　

障
が
い
を
心
の
ど
こ
か
で
特

別
だ
と
思
っ
て
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
よ
う
な
考
え
が
バ

リ
ア(

壁)

に
な
っ
て
、
障
が
い

の
あ
る
人
の
自
立
や
社
会
参
加

が
阻
ま
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が

多
々
あ
り
ま
す
。
障
が
い
と
い
っ

て
も
、
内
容
や
状
態
は
人
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
障
が

い
の
あ
る
人
へ
の
正
し
い
理
解

を
深
め
、「
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
を
す
す
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

自
分
ら
し
く

　
　

生
き
て
こ
そ
輝
け
る

　

お
互
い
を
認
め
合
い
、
人
が

つ
な
が
る
ま
ち
。
そ
し
て
、
自

分
ら
し
く
輝
き
な
が
ら
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
。
そ
ん
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

「
自
分
が
役
立
つ
こ
と
」
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

●
良
い
お
話

　
「
こ
の
世
で
一
番
大
き
な
苦
し

み
は
、
自
分
が
だ
れ
か
ら
も
必

要
と
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。
こ

の
世
で
最
大
の
罪
は
、
困
っ
て

い
る
人
を
見
な
が
ら
、
無
関
心

で
い
る
こ
と
で
す
」（
参
考
マ

ザ
ー
＝
テ
レ
サ
共
著
『
マ
ザ
ー

＝
テ
レ
サ
愛
を
語
る
』）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課 

　
　
　
　
　

 

☎
82
・
３
３
３
６

支
え
合
っ
て

　

つ
な
が
っ
て
輝
く

２００８佐用人権標語
ありがとう たった５文字で みな笑顔

　昨年の 12 月 26 日に任期
満了で退任された祐保明美
さん（判官）の後任に、長
田貞子さん（櫛田）が 12 月
27 日付（任期４年）で就任
されました。

教育委員の異動
よろしくお願いします



1�

2009/ ２月号

　　　　　　　　

救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

気道確保について

■お問い合わせ　　消防署　☎８２－３８７２

　気道とは、鼻や口から吸った空気が肺まで通る道のこ
とをいいます。人は意識が無くなると、舌が喉の奥に落
ち込んでしまい気道をふさいでしまいます ( 舌

ぜ っ こ ん ち ん か

根沈下と
いいます )。また、食べた物や、吐いた物でも気道をふ
さいでしまう場合があります。この状態を取り除くこと
を、気道確保といいます。
　気道確保していなければ、どんなに人工呼吸を行って
も効果がありません。

 　頭
と う ぶ こ う く つ

部後屈あご先
さき

挙
きょじょうほう

上法 ( 頭部を後ろに倒して、あご
先をあげる方法 ) を行います。
　片方の手の人差し指と中指をあごの先に当て、もう片
方の手を額に当てます。そして、あご先を持ち上げるよ
うにしながら、額を静かに後方に押し下げるようにして
頭を後ろに反らせます。

■正常な気道の状態 ■舌根沈下で気道がふさ
　がった状態

気道確保の方法

→
模型で見ると、ふさがっていた気道（左）が
開きます（右）

気道確保を行ったら、呼吸を確認します

　はるか数千年の昔、けんらん豪華に栄えた都「楼
蘭」。だれにも気づかれずに砂の中に眠り続け、今、
目覚めて世界中の人々を驚かせています。
　大気汚染や地球温暖化のまったくない遠い昔でさ
え、砂に消えてしまったこの事実は、私たちに何を
訴えているのでしょうか。
　現在、土地が劣化し砂漠化している要因は、すべ
て人間の活動による自然破壊であり、私たち自身の
生活にあるのです。川の水は無くなり、森林は伐採
され、海面は上昇し、世界の４分の１の面積が砂漠
化の影響を受け、食糧問題にも大きく影響している
のです。
　昨年テレビ番組で、建築家の安藤忠雄氏の発案に
よって、淡路市の子どもたちがドングリを拾って苗
木に育て、みんなで植樹する活動を放送していまし
た。一人ひとりの力は小さいけれど、大勢の力は何
ものにも勝る大きな力になるのだと感動しました。
　そのなかで感じたことは、大人から子どもへ地球
温暖化防止の大切さを伝え、輪を広げていくことこ
そ、私たちの責任なのではないかということ。
　砂に埋もれてしまわない都市にするためにも。

砂に埋もれてしまった都市
 町地球温暖化防止活動推進員

　　　　　内山尚子さん（米田）

ストップ温暖化シリーズ

■お問い合わせ
　佐用クリーンセンター　☎８２－０２９３

祝祭日の業務

佐用クリーンセンター から お知らせ

   ２月１１日（建国記念の日）
   ３月２０日（春分の日）

　上記の祝祭日は、収集と搬入の受付を
行います。また、直接搬入は
　■受付　午前９時～午後４時 30 分
　■料金　100㌔まで 300 円。以降、100
　　㌔ごとに 300 円が加算されます。
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入
園
、
進
級
を
迎
え
る
時
期

が
間
近
に
迫
り
、
そ
ろ
そ
ろ
園

用
品
な
ど
の
準
備
を
さ
れ
て
い

る
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。

　

保
育
園
の
先
生
か
ら
、
入
園

前
、
そ
し
て
入
園
後
も
家
庭
で

気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

　

る
・
よ
く
食
べ
、
よ
く
遊
び
、
よ
く

　

眠
る
習
慣
を

・
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前

　

に
で
き
る
よ
う
に

・
あ
い
さ
つ
や
、
言
葉
が
け
を
大

　

切
に

・
愛
情
た
っ
ぷ
り
に
育
て
る

　

お
子
さ
ん
の
家
庭
で
の
過
ご

し
か
た
に
も
気
を
つ
け
て
あ
げ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

ま
た
、
入
園
、
進
級
を
楽
し

み
に
す
る
お
子
さ
ん
の
気
持
ち

を
大
切
に
し
、
お
子
さ
ん
の
良

い
面
や
成
長
し
た
と
こ
ろ
を
ち

ゃ
ん
と
見
極
め
て
ほ
め
て
あ
げ

な
が
ら
、
心
の
準
備
を
整
え
て

あ
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
幼
児
期
の
子
ど
も
の
成
長
に

　

目
を
向
け
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

①
心
は
安
定
し
て
い
ま
す
か

②
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

　

ま
す
か

③
運
動
は
好
き
で
す
か

④
生
活
習
慣
は
身
に
つ
い
て
い

　

ま
す
か

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き

　

ま
す
か

⑥
好
奇
心
を
持
っ
て
い
ま
す
か

⑦
の
び
の
び
表
現
で
き
ま
す
か

⑧
友
だ
ち
は
い
ま
す
か

⑨
想
像
の
世
界
を
楽
し
め
ま
す

　

か
⑩
遊
び
に
積
極
的
で
す
か

　

入
園
、
進
級
に
備
え
て
、
今

一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

 　

 

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

 ママプラザ
　　　だより

　

タ
イ
ト
ル
や
号
数
に
関
す
る
質

　

問
、
在
庫
確
認
な
ど
に
は
お
答

　

え
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
取
り

　

置
き
も
で
き
ま
せ
ん
。

④
持
ち
帰
り
用
の
袋
は
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

「
郷
土
資
料
」
提
供
の
お
願
い

　

当
館
で
は
、
町
内
の
歴
史
、
文

化
、
で
き
ご
と
な
ど
に
関
す
る
本

や
資
料
、
ま
た
、
町
内
在
住
者
・

出
身
者
の
著
作
物
を「
郷
土
資
料
」

と
し
て
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　
　

    

午
後
２
時
～
２
時
30
分

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
申
し
込
み　

不
要

お
は
な
し
会　

【
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
２
月
の
お
は
な
し

　
「
牛
方
と
や
ま
ん
ば
」

【
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
３
時
～
３
時
30
分

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
の
お
知
ら
せ

　

図
書
館
で
保
存
年
限
の
切
れ
た

雑
誌
約
１
６
０
種
（
平
成
13
・
14

年
受
入
分
）
を
無
料
で
提
供
し
ま

す
。

■
日
時　

２
月
13
日
（
金
）・
14
日

　
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
雑
誌
が
無
く
な
り
次
第
終
了

■
場
所　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他

①
お
一
人
１
日
10
冊
ま
で
、
ご
自

　

由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

②
リ
サ
イ
ク
ル
雑
誌
が
不
用
に
な

　

っ
て
も
図
書
館
へ
は
返
さ
な
い

　

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
売
却
す

　

る
な
ど
の
営
利
目
的
に
は
使
用

　

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
提
供
雑
誌
は
既
に
デ
ー
タ
を
削

　

除
し
て
い
ま
す
の
で
、
雑
誌
の

■
２
月
の
お
は
な
し

　
「
妖
精
の
丘
が
燃
え
て
い
る
」

■
申
し
込
み　

不
要

お
り
が
み
教
室

■
日
時　

２
月
28
日(

土)

　
　
　
　

午
後
３
時
～
３
時
30
分

■
場
所　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も 

　
　
　
　
（
保
護
者
の
参
加
も
可
）

■
２
月
の
お
り
が
み　
「
ハ
ー
ト
」

　

と
「
双
子
の
メ
モ
ス
タ
ン
ド
」

■
申
し
込
み　

不
要
。
お
り
が
み

　

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 

上
月
文
化
会
館　

移
動
図
書
館

 

「
い
な
か
の
本
だ
な
」

   

３
月
の
巡
回
日
は
５
日
（
木
）
で
す

入
園
・
進
級
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て

      ２月  February   如月         ３月   March    弥生
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　１ ２ ３ ４ ５ ６ ７  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
　８ ９ 10 11 12 13 14  ８ ９ 10 11 12 13 14
  15 16 17 18 19 20 21  15 16 17 18 19 20 21
  22 23 24 25 26 27 28　22 23 24 25 26 27 28
                      　29 30 31

※色文字の日は休館日です。開館時間は午前１０時～午後６時

１月 15 日に開催したわらべ
歌あそび（三日月文化センター）
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●大人向けの本
　本の雑誌風雲録　　   目黒　考二／著　本の雑誌社
　上杉景勝のすべて　花ケ前　盛明／編　新人物往来社
　アメリカ人の半分はニューヨークの場所を知らない
　　　　　　　　　　　   町山　智浩／著　文芸春秋
　覇権の終焉　－アメリカ衰退後の世界情勢を読み解く
　　　　　　　　　   中西　輝政／著　ＰＨＰ研究所
　強いチームの報・連・相　細川　馨／著　中経出版
　奇跡の宅老所「井戸端げんき」物語　
　　　　　　　　　　　　   伊藤　英樹／著　講談社
　地球外に生命を探る　　　　　   ニュートンプレス
　図解・TGV VS. 新幹線　　佐藤　芳彦／著　講談社
　カウチンセーターと帽子　　　　   日本ヴォーグ社
　森の力　－育む、癒す、地域をつくる
　　　　　　　   　　　浜田　久美子／著　岩波書店
　繁盛商店街の仕掛け人　鶴野　礼子／著　ダイヤモンド社
　竹細工を楽しむ　自然素材工作編集部／編　誠文堂新光社
　誤審　　　　　　　　　   麻野　涼／著　徳間書店

★壷霊　上・下 　　　　  内田　康夫／著　角川書店
　昭和まで生きた最後の大名浅野長勲
　　　　　　　　　　   　江宮　隆之／著　グラフ社
★猫を抱いて象と泳ぐ　   小川　洋子／著　文芸春秋
★森に眠る魚　　　　　　   角田　光代／著　双葉社
　ふたりの季節　　　　   小池　真理子／著　幻冬舎
▲警官の紋章           佐々木　譲／著　角川春樹事務所
■観月観世　                            曽野　綾子／著　集英社
　蜜蜂のデザート　　               拓未　司／著　宝島社
　たまさか人形堂物語　   津原　泰水／著　文芸春秋
　アレグリアとは仕事はできない
　　　　　　　　　　   津村　記久子／著　筑摩書房
　感染列島　　　　　　　   吉村　達也／著　小学館
　人間の覚悟　　　　　　   五木　寛之／著　新潮社
　レゾリューションの対決　
　　　　　   ロバート・Ｂ．パーカー／著　早川書房

●子ども向けの本
　地名のひみつ　パート 1・�
　　　　　　　　　　   　国松　俊英／文　岩崎書店
　おやすみ、かけす　
　   マリー・ホール・エッツ／ぶん・え　大日本図書
　三つ穴山へ、秘密の探検
　　　　　   ペール・オーロフ・エンクイスト／作　あすなろ書房

▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

新着図書案内
2008.12.10 ～ 2009. １.20 受け入れ分の一部

Library  Information

　

今
月
は
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
を

中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

＊
通
所
介
護(

デ
イ
サ
ー
ビ
ス)

　

日
中
事
業
所
に
通
っ
て
、
食

事
・
入
浴
な
ど
の
日
常
生
活
上

の
援
助
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

【
町
内
事
業
所
】

　

サ
ン
ホ
ー
ム
み
か
づ
き
、
社

協
き
ら
め
き
ケ
ア
セ
ン
タ
ー(

佐

用
、
上
月
、
南
光)

、
祐
あ
い
ホ
ー

ム
上
月

＊
通
所
リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
ケ
ア
）

　

食
事
・
入
浴
な
ど
の
援
助
の

ほ
か
に
、
理
学
療
法
士
な
ど
に

よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
ま
す
。

【
町
内
事
業
所
】

　

岡
本
医
院
デ
イ
ケ
ア
な
ご
み
、

佐
用
中
央
病
院
佐
用
リ
ハ
ビ
リ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

半
日
、
入
浴

な
し)

＊
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

（
認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

食
事
・
入
浴
援
助
の
ほ
か
、

認
知
症
の
た
め
の
専
門
的
な
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
受
け

ま
す
。

【
町
内
事
業
所
】

　

朝
陽
ヶ
丘
荘

＊
短
期
間
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
）

　

本
人
の
リ
ハ
ビ
リ
目
的
や
介

護
者
の
病
気
・
疲
れ
解
消
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
自
宅
で
一
時
的
に

介
護
が
困
難
と
な
っ
た
と
き
に

短
期
間
施
設
へ
入
所
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

【
町
内
事
業
所
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

朝
陽
ヶ
丘
荘
、
サ
ン
ホ
ー
ム

み
か
づ
き
、
は
な
み
ず
き
、
祐

あ
い
ホ
ー
ム
上
月

老
人
保
健
施
設

　

浩
陽
園
、
ハ
イ
ム
・
ゾ
ン
ネ

介
護
療
養
型
医
療
施
設

　

佐
用
中
央
病
院

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
度
に

応
じ
て
、
利
用
金
額
・
回
数
・

方
法
な
ど
細
か
く
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

く
わ
し
い
こ
と
は
、
担
当
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
87
・
８
０
２
０

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
④

介
護
保
険
制
度
を



�0

　家族が病気にならないように食事バランスに気をつ
けて・・・という人はたくさんいます。しかし、食の
リズムや食べかたなど、習慣まで考えている人は意外
と少ないようです。「病気にならない食習慣」につい
て家族で一度考えてみましょう。
■悪い食習慣がついていませんか
　一定の食行動が習慣となって繰り返され、私たちの
生活のなかに定着したものを「食習慣」といいます。
体は、さまざまな問題のある食習慣によって、悪影響
を受けることが少なくありません。例えば朝食を抜い
たり、夕食後に間食（夜食）を食べたりといった習慣
がある人は、からだ全体の調和が崩れたり、脂肪蓄積
で病気になりやすい体になったりと、からだが元気で
ない状態になります。生活習慣病などの疾病を防ぎ、
健康的な生活を送るには、「食の中身」だけにとらわ
れず、食を中心とした生活そのものを見直すことが必
要です。
■健康のためによくない食習慣
　あてはまる項目はいくつありますか？
　【食事時間】
　・食事時間が不規則
　・間食や夜食をよくする
　

・朝食を抜きがち
　【食べかたについて】
　・早食いである
　・あまりよくかまない
　・「ながら食べ」が多い
　【食事に関する満足感など】
　・腹いっぱい食べないと満足感を感じない
　・食後でも好きなものなら食べられる、また食べて
　　しまう
　【その他の食行動】
　・ストレス解消のために「気晴らし食い」「イライ
　　ラ食い」などしてしまうことがある
　・だれかにすすめられたり、食べ残しを見ると、も
　　ったいないと思い食べることが多い
■家族で食について話してみましょう
　食習慣は長年の生活のなかで根付いたもの。それだ
けに「わかっているけど、今すぐは直らない」ことで
しょう。また、「病気は遺伝」といわれますが、家族
は同じ食習慣が多いので、同じような体型になってし
まうのです。家族の食習慣を点検し、「間食を控えよう」

「家族みんなで朝食をとろう」など、自分なりにでき
そうな目標を見つけて食生活を見直してみましょう。

　　　　　　　　   　　家族で見直そう

介護保険の要介護認定者

　　　　　　　　           病気にならない食習慣

おむつ代の医療費控除を受けるかたへ

２月12日(木)
  ■午前９時 30 分～正午
       佐用町役場本庁
  ■午後１時 30 分～午後３時 30 分
       佐用共立病院

　　　 ２月25日(水)
  ■午前 9 時 30 分～午前 11 時
  　佐用町役場上月支所
  ■正午～午後０時 45 分
　  （株）棚澤八光社
  ■午後２時 45 分
　　　　　　～午後３時 30 分
　  祐あいホーム上月

  ■お問い合わせ　
      健康課　☎８７－８０２０

★献血のお願い★

障害者控除を受けることができます

南光歯科保健センター
■予約受付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時 30 分から午後５時 30 分まで
■診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時 
　　　　　から午後５時まで
■歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８- １１８０（いい歯を）

　所得税法施行令、地方税法施行令によって、身体障害者手帳・療育
手帳の交付を受けているかたのほかに、要介護認定者などの日常生活
自立度（寝たきり度、認知症）が中程度以上のかたは、町長の認定を
受ければ身体障害者に準ずるかたとして、障害者控除を受けることが
できます。
　該当されるかたには案内文書を送付していますので、健康課、また
は健康課各地域事務所で手続きをしてください。
　また申告の際は、そのとき発行される「障害者控除対象者認定書」
を必ず持参してください。

　おむつ代の医療費控除を受けるためには、医師が発行したおむつ使
用証明書の添付が必要です。ただし、控除を受けられるのが２年目以
降であるかたは、要介護認定に係る主治医意見書の書類によって、寝
たきり状態で尿失禁発生の可能性が認められれば、使用証明書の添付
は不要となります。
　該当されるかたは、健康課各事務所へ申請をしてください。

　　■お問い合わせ　健康課　☎８７ー８０２０

所得税確定申告の各控除のお知らせ
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　「毎日、子どもを叱ってばかり」と感じているのお
母さんは多いのではないでしょうか。「何のために叱っ
ているのか」と、ときには立ち止まって考えてみるこ
とも必要ですね。
　子どもはやがて社会の一員になります。社会人とし
て、世の中に対応でき、周囲の人と気持よく生活でき
るようなマナーを身につけること、社会のルールを守
れる人間に育てること、そのために「しつけ」が大切
で、しつけのために「叱る」という行為が必要になり
ます。
　子どもを叱るとき、欠かすことができないこと。そ
れは親が愛情を持って叱るということです。
　子どもは生まれたときからお母さんのにおいや温か
さなど、心地良い感じに包まれながら成長します。無
条件に愛情を注ぐお母さんが大好きです。そんなお母
さんへの信頼があるからこそ、子どもは母親の言うこ
とを聞こうと思うのです。
　子どもの判断基準は「良い・悪い」ではなく、大好
きなお母さんが「喜ぶ」か「怒る」かです。叱るとき
はしっかりと向き合い、笑顔を見せず断固とした態度
をとることが大切です。そして、短い言葉でピシッと

言いましょう。「○○はよくない」と、やったことに
対して叱ることが大切です。子どもの存在を否定する
言葉は絶対に言いません。
　もし体調が悪いのなら「お母さん、しんどいから静
かにしてね」と、いつもと違うことを伝えましょう。
きっと子どもは、わかってくれます。
　「たたく」ことは絶対やめましょう。子どものいた
ずらをとめるには、まずは言葉で注意。それでもやめ
ない場合は、体を抱きすくめて手足を押さえます。こ
うすると、子どもは動けなくなります。
　そして、きびしく叱った後は、落ち着いてから子ど
もの不安を取り除いてあげてください。子どもを抱っ
こして「お母さんの言ったことがわかる？○○をした
から叱ったんよ」と伝え、「叱られたけど、自分は受
け入れられている」と、子どもが思えることが大切で
す。それにはスキンシップが一番です。
　また、叱ったことをできるようになったら、ほめて
あげましょう。子どもは温かさを感じ、自信をつけ、
おかあさんの言うことを聞こうとします。
　そうは言っても実際は難しいのが育児。少しでも実
行できたら、お母さん自身をほめてくださいね。

  子どもの叱りかたってむずかしい

Health  Information

★ぱくぱく離乳食教室
　( すくすく健康相談後～１歳６か月未満）

　　  ２月   ６日（金）10：00 ～

★すくすく健康相談（平成 20 年８月生まれ）

　　  ２月 13 日（金）13：30 ～

★１歳６か月児健診（平成 19 年６月～７月生まれ）

　　  ２月 17 日（火）13：00 ～

★ヨチヨチ健康相談 （平成 20 年２月生まれ）

　　  ２月 20 日（金）13：30 ～

★４か月児健診（平成 20 年 10 月生まれ）

　　  ２月 23 日（月）13：30 ～

※いずれも場所は上月保健福祉センター

赤ちゃんとママの行事

携帯電話でもご覧いただけます。
　ＱＲコード対応の携帯電話のカメラで、右のＱＲ
コードを読み込んで町ホームページアドレスに接続
してください。

兵庫県佐用健康福祉事務所

行事カレンダー（２月 10 日～３月９日分）

■デイ・ケア（精神障がい者社会復帰訓練事業）
　 ２月 10 日（火）13：30 ～ 15：30
■こころのケア相談（要予約）
　 ２月 12 日（木）14：00 ～ 17：00
■専門的栄養相談（要予約）
　 ２月 17 日（火）10：00 ～ 11：30
■アルコール相談（要予約）
　 ２月 19 日（木）13：30 ～ 15：30
■デイ・ケア（精神障がい者社会復帰訓練事業）
　 ２月 26 日（木）13：30 ～ 15：30
■思春期精神保健相談
　 ３月   ９日（月）14：00 ～ 16：30

    ※いずれも、場所は佐用健康福祉事務所
　■お問い合わせ　
　　兵庫県佐用健康福祉事務所
　　☎８２－２６２１
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明るく楽しい話題がありましたらまちづくり課までご連絡ください。
■まちづくり課　☎８２－０６６４

まちのわだい

FLASH  NEWS

　１月 10 日、町のボランティアグループ（ホル
モンうどん食わせ隊、南光ふれあい基金、手づく
り文化スタッフ、星都づくり協議会）の 18 人が
阪神・淡路大震災の犠牲者を鎮魂する「１．１７
ＫＯＢＥに灯りを」で、ともされる竹筒の灯ろう
約１，８００本を作成しました。
　この灯ろう作りは今年で 12 年目。井圡香代子
さん（金屋）が折った千羽鶴もあわせて１月 13
日に、神戸市に届けられ、１７日に開催された追
悼行事で、犠牲者を鎮魂する灯がともされました。

鎮魂の灯
ともしび

を　－ボランティアで竹筒灯ろうづくり  －

　12 月７日、もくもく村木工館で、三日月青少年健全育成活動
委員会主催の親子たこづくり教室が開催され、町内から親子 17
人が参加しました。赤穂大空会の西濱正行会長を講師に、昔なが
らの「ごんぼういか」というたこづくりに、親子で力を合わせて、
熱心に取り組んでいました。
　また１月 10 日には、播磨科学公園都市内で、同会主催の第 36
回新春たこあげ大会が開催され、約 70 人が参加しました。今回
は佐用警察署が製作した 110 番のたこも参加し、参加者のみな
さんは自慢の手作りたこを大空にあげ、形や高さを競いました。
入賞者は次のとおり（敬称略）。

【個人の部】最優秀賞　小林 大悟（上町）、優秀賞　西川 夏海（中村）
高くあがったで賞　木村 衣織（乃井野）、アイデア賞　木村 友紀

（乃井野）、努力賞　逢坂 依吹（神戸市）大きいで賞　逢坂 拓真
（神戸市）【保育園児の部】高くあがったで賞　原井 優輝（新宿）、

原井 智貴（新宿）、西川 克典（中村）

新春を祝ってたこあげ大会　　－ 三日月青少年健全育成活動委員会 
－

110 番たこを持って、記念撮影

作業にあたったボランティアメンバー

　浅霧八代己さん（上上月）が、12 月 13 日に
東京都千代田区で開催された日本体育協会公認
スポーツ指導者全国研修会の席上で、日本体育
協会公認スポーツ指導者表彰を受賞されまし
た。
　浅霧さんは昭和 55 年に、日本体育協会公認
スポーツ指導者Ｃ級スポーツ指導員（バレー
ボール）を取得。以来、スポーツの指導者とし
て多方面で活躍し、平成８年からは旧上月町で
体育協会正副会長を歴任、現在も体育協会副会
長として社会体育の振興に尽力されています。
　浅霧さんは「これを励みに、さらにがんばり
たい」と話していました。

指導者として高く評価される　－日本体育協会公認スポーツ指導者表彰を受賞  －

今後の活躍に期待がかかります
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まちのわだい

FLASH  NEWS

　12 月 22 日、日赤奉仕団佐用支部のメンバーと佐用中学生が、
県立特別養護老人ホーム朝陽ヶ丘荘と町立朝霧園で、奉仕作業
を行いました。佐用中学校が例年行っている活動で、昨年に引
き続き日赤奉仕団佐用支部と合同で行ったものです。
　当日は寒空の中、奉仕団 24 人に加え、朝陽ヶ丘荘で中学 3
年生 42 人、朝霧園で中学１・２年生 20 人が、それぞれ汗を
流しました。
　中学生はボランティアを志願した子どもたちばかり。奉仕団
のかたと屋内外のすみずみまで丁寧に掃除をがんばりました。
作業終了後、施設利用者のかたから「きれいにしてくれて、あ
りがとうございます。気持ちよく新年が迎えられます。」と感
謝の声をかけられていました。

奉仕作業で一年を締めくくる
　－佐用中学生と日赤奉仕団佐用支部  －

すみずみまで美しく

　町内の各地でこのほど、とんど焼きが行わ
れました。
　とんど焼きは、地域に古くから伝わる伝統
行事の一つで、毎年１月 14 日前後に行われ
ています。
　とんどに火がつけられると、またたく間に
真っ赤な炎が燃え上がり、集まった子どもた
ちからは大きな歓声が上がっていました。
　その後は、書き初めを燃やしたり、とんど
でできた炭でおもちを焼いて食べたりと、今
年１年の健康と幸せを祈りました。

１年間の健康と幸せを願って　－町内各地でとんど焼き  －

「今年も良い年でありますように ･･･」（茶屋集落）

　１月 16 日、佐用小学校で、小学５・６年生を
対象にした震災行事が行われました。これは、阪
神・淡路大震災が平成７年１月 17 日に発生した
ことにちなんで、あらためて防災や減災について
学ぼうと行われたものです。
　子どもたちは、ビデオを見たり、日本赤十字社
兵庫県支部の２人の講師から話を聞いたりして、
災害について学んだ後、佐用町赤十字奉仕団のか
たといっしょに、三角巾を使っての応急処置の方
法を体験しました。
　最後に、全校児童で非常食のアルファ化米と豚
汁で炊き出しを実施。さまざまな体験を通じ、子
どもたちは、災害時の大変さを楽しく学んでいま
した。

「応急処置って、むずかしい」　－佐用小学校で応急処置体験  －

三角巾での応急処置方法を学ぶ子どもたち
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１月 20 日現在（　）内は前月比

お誕生おめでとう
12 月 11 日から１月 20 日届出分　敬称略

         氏　名     　 保護者     自治会

　個人情報につき非公開
　
　
　
　

お悔やみ申し上げます

2 月上旬～ 3 月上旬

人のうごき 12 月 11 日から１月 20 日届出分　敬称略
　人　口　２０，７０２人（－４９）
　　　　　男 　９，８８２人   （－１２）
　　　　　女 １０，８２０人   （－３７）

　世帯数　　７，３０５戸（　　０）

　１月中の移動
      出生　　５人　死亡 　３９人
      転入　３４人　転出 　４９人

■ちょうみんカレンダー

■申し込み・お問い合わせ
　兵庫県企画県民部管理局管財課
　公有財産係
　650-8567（県庁専用郵便番号）
　神戸市中央区下山手通５丁目１０－１
　（県庁２号館 11 階）
　☎（０７８）３４１－７７１１　
　　　内線２５５０、２５５１
　FAX（０７８）３６２－３９４３
　ﾒｰﾙ　kanzaika@pref.hyogo.lg.jp
　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
　http://web.pref.hyogo.lg.jp/pa10/
　pa10_000000015.html　

　市町交通災害共済は、掛金は１人
500 円。交通事故による通院 3 日以
上の傷害で 3 万円から 80 万円まで
の見舞金が支払われます。
　平成 19 年度には、兵庫県下で 1
日 100 件以上の人身事故が発生し
ています。万が一の事故に備えて家
族ぐるみで加入しましょう。
　各集落の自治会役員さんが加入申
込用紙とパンフレットをお届けしま
す。平成 �1 年度も引き続きご加入
ください。
■お問い合わせ
　住民課　☎８２―０６６０

　結婚 50 年の金婚式を迎えるご夫
婦を祝う式典が、神戸新聞主催で開
催されます。参加無料で、定員にな
り次第締め切られます。
■日時　５月 10 日（日）午後１時～
■場所　たつの市総合文化会館
　　　　（赤とんぼ文化ホール）
■対象　昭和 35 年中に婚姻届を提
　出されたご夫婦
■申込み方法　福祉課、支所総合窓
　口課、神戸新聞販売所にある所定
　の申込書に必要事項を記入の上、
　下記申込み先へ持参、または郵送
　してください。
■申し込み先
　①神戸新聞各支社・総局
　②最寄りの神戸新聞販売所
　③〒６５０－８５７１
　　神戸新聞中央区東川崎町 1-5-7
　　神戸新聞社地域活動局「金婚式」係
　　☎（０７８）３６２－７０５２
※式典当日の案内は４月下旬に送付
　されます。

月日 曜日 内　　容 場　　所 時　間

2/12 木  献血  本誌 20㌻をご覧ください。
 佐用高年大学南光教室  南光文化センター  10：30 ～

17 火  高年大学三日月教室  三日月文化センター  10：00 ～

18 水
 高年大学上月教室  上月文化会館  10：00 ～

 行政相談
 役場本庁２階相談室

 13：00 ～ 15：00 上月支所１階会議室

19 木  高年大学佐用教室  さよう文化情報センター  10：00 ～
 行政相談  南光文化センター会議室  13：00 ～ 15：00

20 金  ＥＭぼかし講習会  佐用町保健センター  10：00 ～
21 土  住民手作り芝居 

 「オズの魔法使い」  本誌 11㌻をご覧ください。
22 日   紙すき体験教室  本誌 13㌻をご覧ください。

25 水
 献血  本誌 20㌻をご覧ください。
 弁護士相談 

（社会福祉協議会に予約必要） 南光地域福祉センター  13：00 ～ 15：30

3/6 金  南光子ども歌舞伎３月公演  本誌 10㌻をご覧ください。7 土  おりひめサタデーシネマ

11 水
 パソコン教室  本誌 13㌻をご覧ください。
 福祉相談  久崎老人福祉センター  13：30 ～ 16：00

交通災害共済に
加入しましょう

金婚夫婦祝福式典を
開催します
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　県教育委員会では、県内の小・中・
特別支援学校の非常勤職員を募集し
ています。
■勤務内容　新任教員の初任者研修
　にかかる授業補充
■報酬など　１時間に２, ７９０円
　（変更の可能性有り）。交通費は支
　給限度額の範囲で実費支給
■資格　教諭普通免許状の所持者ま
　たは本年４月１日までに取得でき

　るかた
■願書受付　３月 19 日（木）まで
　に最寄りの教育委員会または県教
　育事務所へ必着のこと。
■お問い合わせ
　町教育委員会　☎８２―２４２５

■日時　３月６日（金）
　 午後１時 30 分～午後４時 30 分
■場所　佐用町消防署３階コミュニ
　ティ防災センター
■受講料　無料
■募集人員　３０人
　※定員になり次第締め切ります。
■募集期間
　２月５日（木）～３月４日 ( 水 )
■お問い合わせ
　消防署・救急救助課救急係
　　☎８２－３８７２
　小グループでのＡＥＤや応急手当
の講習も随時受付いたしますので、
ご希望のかたはご連絡ください。

　委員の任期満了に伴い、第５期西
播磨地域ビジョン委員を募集しま
す。
■任期　２年
　（本年４月～平成２３年３月）
■応募資格　満 18 歳以上で西播磨
　で地域づくり活動に取り組んでい
　るかた、その意欲のあるかた。
■募集人員　１００人程度
■応募方法　応募用紙に必要事項を
　記入の上、下記まで。自薦、他薦
　は問いません（応募用紙は西播磨
　県民局で配布します）。
■応募締め切り　２月 27 日（金）
■申し込み・お問い合わせ
　西播磨県民局地域ビジョン課
　☎（０７９１）５８－２１１５

　人や地域社会を元気にしようと取
り組んでいる団体などの活動発表と
交流の場として「出る杭大会」を開
催します。
■日時　４月２９日（水・祝）
　午前 10 時～午後３時
■場所　播磨科学公園都市内 「光都

　プラザ前芝生広場」
■参加資格
　①西播磨地域で活動している個人
　や団体（ボランティア、ＮＰＯなど）
　②営利を目的とする団体が社会貢
　献活動を発表する場合は対象とし
　ます。※ただし、政治・宗教を目
　的とする団体、個人等は対象外と
　します
■賞について
　選考委員による「出る杭大賞」（賞
状と副賞 10 万円）と活動内容にち
なんで命名した賞（賞状と副賞）　
■お問い合わせ
　西播磨県民局地域ビジョン課
　☎（０７９１）５８－２１１５

　平和祈念事業特別基金では、いま
だ請求されていない恩給欠格者、戦
後強制抑留者、引揚者の「ご本人」に、

『特別慰労品』を贈呈しています（ご
遺族は対象になりません）。「引揚者」
は、終戦の日まで引き続き１年以上
外地で生活していて戦後引き揚げて
きた家族全員が対象です。
　請求書などは福祉課にあります。
請求期限は、本年３月 31 日（火）
までとなっています。未請求のかた
は、早急に申請してください。資格
要件などの質問は、下記まで（請求
に関する相談などは、無料です）。
■お問い合わせ
　独立行政法人平和祈念事業特別基金
　 ☎０１２０－２３４－９３３（無料）
　（ 月 ～ 金、9:15 ～ 17:15、 土 日 祝
　日は休み）

　県有地を一般競争入札により売却
します。入札の参加には、事前申込
みが必要です。
■売却物件

【所 在 地】
佐用郡佐用町佐用字中町 3005 番８ 

【面積】２８７. ９０平方㍍
【地目】宅地
【最低売却価格】３，６５７，０００円

■入札日及び場所
　３月４日（水）
　兵庫県龍野庁舎
■受付期間
　２月 24 日（火）まで
　※申込は所定の書類が必要す。詳
　細はお問い合わせください。

お知らせ

３月２日（月）です
口座振替日は３月２日（月）です

納税は納期限までに！

固定資産税第４期分
国民健康保険税第８期分の

　納期限を過ぎた場合は、督促状を発
行します。
　また、納期限から納付日までの延滞
金（年率 14.6％）も納めていただくこ
とになります。
　■お問い合わせ　
　　　　税務課　☎８２－０６６２

Information

今月の税金

納期限は

介護保険料（普通徴収）第８期分の
　　納期限は   ３月 2 日（月）です
　■お問い合わせ
　　　　健康課　☎８７－８０２０

後期高齢者医療制度（普通徴収）第８期分の
　　納期限は   ３月２日（月）です
　■お問い合わせ
　　　　福祉課　☎８２－０６６１

募　集
小・中・特別支援学校の

非常勤職員の募集

普通救命講習会
受講者募集

県有地を
売却します

恩給欠格者・戦後強制抑留者
引揚者のみなさんへ

第８回
出る杭大会の開催について

西播磨地域ビジョン委員を
募集します



　　なゆた望遠鏡、２㍍主鏡の里帰り 
　去る 12 月 30 日、な
ゆた望遠鏡の心臓部で
あ る 直 径 ２ ㍍ 主 鏡 が
フランスは SAGEM 社
へ里帰りに出ました。
２００４年２月にやっ
て来て以来、およそ５
年ぶりの実家です。天
文台の観測室から運び
出された鏡を調べると
表面には所々サビが浮
いています。主鏡がき
て最初の台風シーズン
に、佐用は２つの大型
台風の直撃を受けてい
ました。そのときの雨水の塩害で、主鏡は予想より早く
痛み始めていたのです。 
　鏡の表面がリフレッシュされて再びピカピカになって
戻って来るのは３月中旬の予定です。万全の受け入れ
準備をするとともに、これまでの経験を元に再調整も完
璧にして、より素晴らしい星々の姿を公開できることを
願っています。 
　　　　　　西はりま天文台　圓谷 文明（主幹研究員）
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   わが家のアイドル

なゆた望遠鏡の２㍍主鏡（ガラス製）の重量は？ 
（１）およそ１トン　（２）およそ２光年　
（３）およそ３万馬力

  先月のクイズの解答　（１）90 分

【応募方法】はがきまたは FAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、答えを
記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかから抽選で３人
のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもって当選者のかたに
お知らせします。

  石井   悠
ゆういち

一ちゃん 
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天文台から運び出される２㍍主鏡

■
 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://w

w
w

.tow
n.sayo.lg.jp

■
E

ﾒｰﾙ m
achizukuri@
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n.sayo.lg.jp

～長尾廃寺の礎
そ せ き

石～

シリーズ　佐用町の誇り

■ 編集・発行 / 佐用町広報委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1  　☎ 0790-82-2521( 代 )
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　佐用高校前庭の植込みのなかに、「塔の石」と銘打たれ
た不思議な石を３つ見ることができます。
　いずれも一抱え以上の大きさがあり、上面が平らになっ
ていますが、その部分をよく見ると円形の浮き彫りが施さ
れていることが分かります。
　これは昔、建物の基礎として使われていた石で、円形の
浮き彫りは柱をのせる部分にあたります。このような礎石
は設計に従って建物の柱がくるところに整然と並べられて
いたもので、いまでも古いお寺や神社など、木造の建物の
下に見ることができます。
　では、このような大きな石を柱の基礎に使うような建物
とは一体何だったのでしょうか。
　佐用高校の北側にある畑の一角に「史跡長尾廃寺塔
跡」の標柱が建てられ、そこには寺の塔

とうしんそ

心礎（塔の中心
にある柱の礎石）があります。この寺は今はなく、名を
寶
ほうこうさんけいきょくじ

光山鶏旭寺とも伝えられますが、周辺の発掘調査から
塔・金堂・門などの痕跡や遺物が確認された結果、今では
遺跡名として長尾廃寺と呼ばれる、法隆寺式の建物配置を
もった白鳳時代の古代寺院遺跡であると考えられています。
このころの郡内には同様に寺がいくつか造られていますが、
地域の中枢である郡役所が置かれた長尾に造営されたこの
寺は、あるいは佐用郡を代表する寺だったのかもしれませ
ん。
　この３つの礎石は昭和 33 年に果樹園 ( 現・畑 ) から出
土したとされますが、果樹園はさきの塔心礎の南側にあっ
たことから、これらの礎石もこの長尾廃寺に建立されてい
た塔の礎石の一部ではないかと考えられています。
　なおこの礎石は、佐用町における古代寺院の貴重な資料
として平成 13年に町指定考古資料になっています。


